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津和野町埋蔵文化財報告書第 14 集

第１・２・４・６・７・８次発掘調査報告書



例　　　　言
１．本書は、津和野町教育委員会が 1998 ～ 2003（平成 10 ～ 15）年度に島根県益田県土整備
事務所から委託を受けて実施した、島根県鹿足郡津和野町鷲原、大蔭地区に所在する大蔭遺跡の
発掘調査報告書である。

２．調査体制（報告書刊行時）
　調査主体　津和野町教育委員会 教育長　  　 斎藤　　誠
　事務局　　  　　　　　　　　  教育次長　　廣石　　修
　　　　　　　　　　　　　　　文化財係長　中井　將胤
　調査員　　　                  　　　文化財係　　宮田　健一 
　調査補助員　               　　　　嘱託　　　   永田　茂美
　整理作業員　                　　　  嘱託　　　　椋木　牧子

３．本報告にあたっては、下記の皆様にご指導いただきました。記して謝意を表します。（敬称略）
　　　　柳浦俊一（島根県埋蔵文化財調査センター）
　　　　池淵俊一（島根県教育庁文化財課）
　　　　
４．本報告にあたっては、下記の機関・関係者の皆様にご協力いただきました。記して謝意を表
します。（敬称略）
　　　島根県埋蔵文化財調査センター、島根県古代文化センター
　　　広江耕史、角田徳幸、勝部智明、澤田正明、増田浩太、坂本豊治、幸泉満夫、渡辺聡、　
　　　西尾克己、佐伯昌俊

５．発掘調査時の調査指導および調査協力については、本文中に記載した。

６．本報告書には、下記の皆様から賜った玉稿を掲載しています。記して謝意を表します。（敬称略）
中村友博（山口大学人文学部教授）、時枝克安（元島根大学理学部教授）、柴崎晶子（島根県埋蔵
文化財調査センター）

７．第 38 ～ 41・70 図は中村氏より実測図・写真等の提供を賜りました。また、第 11 ～ 22 図
中の縄文土器の大半は柳浦氏より実測図の提供を賜りました。記して謝意を表します。なお、第
20 図の実測については、津和野町教育委員会中野萌の協力を得た。

８．本書に用いた方位は、第１・２図が真北、その他の図が国土調査法第Ⅲ座標系（日本測地系）
に基づく座標北である。

９．遺物注記等に用いた今回の調査番号は次のとおりである。なお、３・５次調査は調査原因が
異なるため、本書には未掲載である。
　　　大蔭遺跡１次調査（ＯＫＧ 98）、同 2次調査（ＯＫＧ 99）、
　　　同４次調査（ＯＫＧ－ 4A・4B）、同６次調査（ＯＫＧ－６）、
　　　同７次調査（ＯＫＧ－７）、同８次調査（ＯＫＧ－８）

10．「○次調査区」は、「調査区」を略して「○区」と表記している。また、「○区」を「○－」
で表記する場合もある。なお、４次調査区はＡ・Ｂ区の２ヶ所である。
（表記例：４次調査Ｂ区ＳＫ１、4B 区ＳＫ１、4B －ＳＫ１）

11．遺構等の記号は次の略号を用いた。原則として遺構番号は調査次数（調査区）ごとの連番と
した。なお、記載の統一をはかるため、一部の遺構番号については、調査時の遺構番号を本書報
告時に変更した。
　　ＳＡ：柱穴列、ＳＰ・Ｐ：柱穴・ピット、ＳＤ：溝、ＳＫ：土坑、ＳＸ：鍛冶炉・その他の遺構、
　　ＴＲ：トレンチ、Ｇ：グリッド

12．本書では、弥生時代以前の剥片石器に用いられた石材のうち、典型的なサヌカイトおよびこ
れに類似した石材を含めて「サヌカイト類」と記載した。ただし、第 12 章については原文のま
ま掲載した。

13．紙幅等の関係から、遺構については主要なものについてのみ個別図を掲載し説明を加えた。
また、遺物についても同様に、遺構内遺物の中で主要なものについてのみ実測図を掲載したが、
説明の詳細は観察表によることとした。包含層遺物については、遺構内遺物と同様なものは基本
的に省略し、特記遺物および鉄器・鍛冶関連遺物を中心に掲載することとした。

14．調査に伴う記録類及び出土遺物は、津和野町教育委員会で保管している。

15．本書は永田・椋木の協力のもと、宮田が編集にあたった。
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第１章　経過
第１節　調査の経過
　津和野町内において県道工事が計画され、事業主体である島根県益田県土整備事務所津和野事

業所と津和野町教育委員会は、埋蔵文化財の取り扱いについて協議を重ねてきた。工事計画地内

は大蔭遺跡の一部であったことから、事前に遺構・遺物の有無を確認するための試掘確認調査を

実施することとなった。試掘確認調査は国庫補助事業および町単独事業でおこなった。その結果、

試掘調査区からは、縄文時代から中世までの遺跡が良好に存在していることが明らかとなった。

このため、島根県益田県土整備事務所と津和野町教委とで協議を重ねた結果、本発掘調査を受託

事業として実施することとなった。

　各年度の現地本発掘調査については、下記のとおりである。なお、1999（平成 11）年度の３

次調査、2000（平成 12）年度の５次調査については、県道建設に伴う本発掘調査ではないため、

本書には未掲載である。

1998（平成 10）年度　１次調査

　所在地　鷲原イ 125・128

　面積　1,800㎡

　調査指導　中村友博

　調査協力　山田康弘

　調査協力（土地貸借）　三宅延忠、谷一夫

　補助員　齋藤昌雄

　発掘作業員

　　中田和男、三浦芳一、三浦チヅ子、下森寿美子、三宅千代子、三宅信枝、兼子秀吉、

　　村田チヨ子、羽沢堅、羽沢タキ子、田中健一、徳本静夫、河野美希、長嶺正義、

　　世良儀武、登石珠江、登石敦子、柴田初枝、柴田加代子、下家寿夫、倉益春子

　現地説明会　1999.02. 実施

1999（平成 11）年度　２次調査

　所在地　鷲原イ 170 外

　面積　2,460㎡（変更後）← 2,160㎡（当初）

　調査指導　村上勇、渡辺一雄、中村友博、田畑直彦、時枝克安、守岡正司

　調査協力　中村五郎、中川寧、榊原博英、牧　博史

　調査協力（土地貸借）入江伸雄、山田哲夫

　発掘作業員

　　中田和男、三浦芳一、三浦チヅ子、下森寿美子、羽山薫代、三宅千代子、三宅信枝、

　　兼子秀吉、山本文也、村田チヨ子、羽沢堅、羽沢タキ子、徳本静夫、長嶺正義、長嶺由子、

　　世良優、世良儀武、登石珠江、登石敦子、倉益春子、西村健市

　現地説明会　1999.11.03.（のち親子発掘体験を実施）

　※ 2000.02.15. 前期弥生土器の記者公開をおこなう。
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第１図　大蔭遺跡調査区配置図（1/5,000）

2000（平成 12）年度　４次調査

　所在地　鷲原イ 259 外　

　面積　300㎡

　調査指導　中村友博、田畑直彦、松島弘、椿真治

　調査協力（土地貸借）田中ウメノ、田中豊司

　発掘作業員

　　中田和男、下森寿美子、三宅千代子、三宅信枝、山本文也、村田チヨ子、羽沢タキ子、

　　徳本静夫、徳本ノブ子、長嶺正義、長嶺由子、登石珠江、登石敦子、西村健市

2001（平成 13）年度　６次調査

　所在地　鷲原イ 264 外　

　面積　1,008㎡

　調査指導　中村友博、渡辺一雄、時枝克安

　調査協力　竹広文明

　発掘作業員

　　中田和男、下森寿美子、三宅信枝、山本文也、村田チヨ子、羽沢タキ子、徳本静夫、

　　徳本ノブ子、出本昭子、登石珠江、登石敦子、西村健市、谷口和樹



2002（平成 14）年度　７次調査

　所在地　鷲原イ 432-2 外　

　面積　600㎡

　発掘作業員

　　中田和男、下森寿美子、三宅信枝、山本文也、村田チヨ子、羽沢タキ子、羽沢堅、

　　羽沢タツ子、徳本静夫、徳本ノブ子、出本孝人、登石珠江、西村健市、青木義文、

　　木村チエノ、野上義男

2003（平成 15）年度　８次調査

　所在地　鷲原イ 269　

　面積　970㎡

　発掘作業員

　　中田和男、下森寿美子、三宅信枝、山本文也、羽沢タキ子、徳本静夫、徳本ノブ子、

　　出本孝人、益成寿昭、野上義男、長嶺豊、大庭勉、斎藤みか、登石敦子、西村健市、

　　斎藤光枝、木村チエノ

第２節　発掘作業等の経過
　発掘作業に先立って調査区を覆う表土・盛土層を重機によって除去した。その後、各調査区ご

とに調査区を貫く任意のラインを設定し、そのラインに沿って任意の 10 ｍグリッドで区画した。

このため、１区、２・4A・4B・６・８区、７区の調査区大別３グループで調査グリッドが異なっ

ている。これら調査区大別３グループにおける基準点（日本測地系）は下記のとおりである。

［１区］

　Ｂ１杭　　Ｘ＝－ 171921.219、Ｙ＝－ 37522.188

　Ｂ８杭　　Ｘ＝－ 171939.450、Ｙ＝－ 37589.729

［２・4A・4B・６・８区］

　Ｂ０杭　　Ｘ＝－ 172092.592、Ｙ＝－ 37130.939

　Ｂ 18 杭 　Ｘ＝－ 172006.649、Ｙ＝－ 37289.097

［７区］

　Ｄ４杭　　Ｘ＝－ 172223.552、Ｙ＝－ 37144.052

　Ｄ７杭　　Ｘ＝－ 172209.950、Ｙ＝－ 37170.791

　その後、土層の堆積状況および遺構・遺物の広がりを確認しながら、人力による発掘作業を進

めた。出土遺物は原則として２ｍの小グリッドごとに取り上げたが、１次調査は縄文遺物が多量

に出土したため、さらに小さい１ｍグリッドで取り上げをおこなった。遺物包含層発掘後に遺構

検出をおこない、写真撮影・遺構発掘・図面実測などをおこなった。

　

第３節　整理等作業の経過
　各調査年度には並行して遺物水洗作業等をおこない、その後本報告までに随時、遺物注記・接合・

選別・実測・写真撮影等をおこなった。



第２章　遺跡の位置と環境
第１節　地理的環境
　大蔭遺跡は島根県鹿足郡津和野町大字鷲原、大蔭地区に位置する。津和野川とその支流である

名賀川の合流点付近から下流の右岸沿いにあり、南は茶臼山・陶ヶ嶽の山裾が迫っている。大蔭

遺跡はその立地から、1区付近の高い河岸段丘上、２区西半から 8区にかけての低い河岸段丘上、

2区東端および４Ａ区の低地部、７区付近の山腹および山裾部に大別される。なお、本発掘調査

はおこなっていないが、大蔭地区の東側の段丘上にも古代の遺跡が存在している。標高は１区付

近の河岸段丘が約 180 ｍ、２区東端付近の低地が約 170 ｍである。

　

第２節　歴史的環境
　津和野の歴史は、これまでのところ確実に縄文時代早期にまで遡り、高田遺跡、山崎遺跡から

は押型文土器が出土している。また、高田遺跡からは中期の阿高式、後期中頃の鐘崎式土器がま

とまって発見され、対岸の大蔭遺跡からは後期後半の西平式土器が採集されるなど、当時この地

域が九州地方の情報の及ぶ範囲であったことが窺える。弥生時代後期後半から古墳時代前期にか

けての集落が高田遺跡で確認され、在地の土器群に混じって吉備地方から運ばれてきた外来の土

器が発見されている。町内の古墳は、津和野川最上流の木部地区において鍛冶原古墳群が確認さ

れているのみである。高田遺跡からは奈良・平安時代の緑釉陶器、皇朝十二銭の一つ承和昌寶（836

年初鋳）、大量の土師器、須恵器が発見されており、当時石見国鹿足郡能濃郷（元美濃郡鹿足郷）

と呼ばれていたこの地域の重要な拠点が高田地区にあったものと思われる。

　中世津和野の領主吉見氏は、弘安５（1282）年に元寇再防備のため能登国から津和野北部の

木部地区に入り、その後 14C 代に津和野城を構えたと伝えられている。文献では吉見氏入部以前

の記録はほとんど残されていないが、これまでの高田遺跡の発掘調査では 12・13C 代の白磁が

大量に出土しており、吉見氏入部以前に津和野地方に有力者が存在していたことが考古学的証拠

によって明らかになっている。また、鷲原八幡宮の勧請古伝によると、「天暦年中（947 ～）山

根六左衛門と申士、宇佐より八幡宮ヲ石見三本松の山へ勧請」とあり、年代の信憑性は疑わしい

ものの吉見氏入部以前に土豪がいたらしいことが指摘されている。また、天正４年（1576）の

鷲原八幡宮所蔵の表題未詳文書に見える「みたに」名は、大蔭地区に残る「三谷」の地名のこと

であることも指摘されている。（沖本常吉編 1970『津和野町史』第１巻）。これまで、断片的な

史料ながら、古代から中世にかけての大蔭遺跡付近には集落が存在していたことが示唆されてき

た。

　関ヶ原の役後、吉見氏は毛利氏に伴い萩に移るが、その後坂崎出羽守の 16 年間の治領となり、

津和野城の大改築・城下町整備など、現在の町並みの基礎となる大事業が行われ、その後亀井氏

11 代 225 年間の治世を経て明治維新を迎えることとなる。近世の絵図では、大蔭地区は鷲原村

の一部として農村であったことが確認できる。

　



第２図　関連遺跡位置図（1/35,000）

W2森遺跡　W5興源寺跡　W6津和野城跡　W9鷲原八幡宮流鏑馬馬場　W11丸山遺跡

W12吉見頼行の墓　W13吉見少将正頼夫人の墓　W15日浦遺跡　W19大蔭遺跡　

W20喜時雨遺跡　W21高田遺跡　W26中荒城跡　W27喜時雨窯跡　W28仿僧原遺跡

W29元山遺跡　W30門林遺跡　W31山崎遺跡　W32東中組遺跡　W33桂川遺跡

W34観音平遺跡　W35狐尾遺跡　W36西中組遺跡　W37山根遺跡　W38森鴎外旧宅

W39津和野藩校養老館　W40西周旧居　W41旧津和野藩邸馬場先櫓　W42津和野藩御殿跡

W45丸山城跡　W46津和野神社裏陣城跡　W47朝王山・後場山城跡　W48茶臼山城跡

W49陶晴賢本陣跡　W51祇園町遺跡　W53 山入遺跡　W55山陰道　W56津和野奥筋往還

W57津和野廿日市街道　W59亀井家墓所　W63高崎亀井家屋敷跡　W65直地遺跡　

W66和田遺跡　W67亀田遺跡　W68下千原遺跡　W69上寺田遺跡　W70畦田遺跡　

W72向中原遺跡　W73中原遺跡　W76下寺田遺跡　W77石田遺跡　W79段原山城跡

W82大光寺跡　W83光琳寺跡 ( 田二穂 )　W84光琳寺跡 ( 後田 )　W85伝吉見民部の墓

W86伝吉見乳母の墓　W87伝正楽院の墓　W88伝あお様の墓　W90永太院宝篋印塔　

W91興海寺宝篋印塔　W95伝土居殿の五輪塔　W96伝築城三石工の墓　W97上寺田石塔群

W98本性寺宝篋印塔　W100 裏門窯跡　W101 朝王山窯跡　W103 吉田導火線工場跡

W104 南谷発電所跡　

　※島根県教育委員会 2002『増補改定　島根県遺跡地図Ⅱ（石見編）』に加筆



第３章　１区の調査
第１節　層序
　基本層序の大別は以下のとおりとした。１層は耕作土、２層は床土、３層は灰褐色砂質土、４

層は調査区西半では暗灰褐色土、調査区東半では灰褐色土となる中世包含層である。中世遺構は

４層下面に対応する。５層は暗茶褐色土であり、埋土が黒褐色をした縄文時代谷状遺構は、５層

下面に対応する。６層は暗褐色土の縄文時代包含層であり、この下面で竪穴住居跡ＳＩ１・２が

検出される。7層は遺構構築土、８層は黄褐色系土で地山層とした。

第 2節　縄文時代の遺構
１．ＳＩ
ＳＩ１
　５～６Ｇで検出した。南辺の中央部に張出部を有した竪穴住居跡である。張出部を含めた規模

は、長軸約 4.2 ｍ、短軸約 3.7 ｍ、深さ約 25cm で、主要な平面形は隅丸長方形、断面形は皿状

である。埋土は縄文時代遺物包含層と同じ６層であった。張出部は幅 0.9 ｍ、奥行 0.6 ｍで、張

出部から竪穴住居跡内部にかけて長軸約 120cm、短軸約 90cm の土坑ＳＫ２となっている。ＳＫ

２の深さは竪穴住居跡検出面から約 30cm、床面からは約 9cm である。張出部内部の外周 3面に

は石が配置されており、張出部南辺外側からも石が検出された。張出部の東西からは柱穴Ｐ 12・

13 が対になって検出され、その柱間は約 130cm であった。これらの張出部および柱穴は竪穴住

居跡の出入口に関連した遺構ではないかと推測される。一方、竪穴住居跡の主柱穴はＰ１・２の

2本と推定され、柱間は約 300c ｍである。その他柱穴・土坑が床面で検出されている。中央部

には長軸約 240cm、短軸約 135cm、深さ約 14cm の不整形の土坑ＳＫ１があり、中央部には石

囲炉が検出された。石囲炉は 2 重の環状列石で、外側の規模は長軸約 115cm、短軸約 110cm、

内側の規模は長軸約75cm、短軸約55cmである。用いられた石は遺跡周辺に散在する川石であり、

その多くが赤く被熱していた。このＳＫ１を取り囲むように、竪穴住居跡の中央部を主として貼

床が検出された。厚さは約１cm程度で、中央部に向かって傾斜した床面に沿って検出した。

ＳＩ２
　８Ｇで検出した。北半が後世の水田造成によって失われている。残存する規模は、長軸約 3.4

ｍ以上、短軸約 4.0 ｍである。後述する石囲炉を伴った土坑が、竪穴住居跡のほぼ中央にあった

と仮定すれば、長軸約 5.4 ｍ、短軸約４mの規模を有し、平面形が楕円形をした竪穴住居跡で

あったと推測される。断面形は皿状で、壁面が 30 度程度のゆるやかな傾斜をしているが、中央

部の床面はほぼ水平である。土層断面のみでの確認となってしまったが、竪穴住居跡外周には外

堤帯かと推定される幅約 60cm、高さ約 10cm の高まりが確認できた。竪穴住居跡の深さは、こ

の外堤帯上面から約 60cm、竪穴住居跡検出面からは約 50cm である。埋土は縄文時代遺物包含

層と同じ６層であるが、床面から 10 ～ 20cm 上で土器が大量に集積した面を検出しており、一

時的に断絶があった可能性がある。主柱穴は最も深い南側のピットＰ１と考えられ、石囲炉をは

さんで 2本であったと推測される。このＰ１から石囲炉中心まで約 1.5 ｍであり、主柱穴の柱間

は約 3.0 ｍであったと推測される。主柱穴よりやや浅いものの、さらに３ヶ所のピットＰ２～４

が石囲炉のある土坑ＳＫ１を取り囲むように検出されている。北西側の１ヶ所のピットが欠失し

ているとすると、さらに４本の柱があったことになり、この竪穴住居は６本柱であった可能性も
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第３図　１区遺構配置図（1/250）
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第６図　１区ＳＩ１（1/60）　
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ある。特に北東側のピット

Ｐ２は、法面に当たるため

残存が良好ではなかったが、

地山中の大石に数ｃｍの浅

いくぼみがあったことを確

認しており、石を削り込ん

でまで柱を据える穴を掘っ

たと推定される。床面から

はこの他にもピットが検出

されている。竪穴住居跡中

央部からは、石囲炉を伴っ

たＳＫ１を検出した。北半

を欠失しているが、規模は

約 150cm 以上×約 110cm

以上、深さ約 28cm、平面形

は不整円形かと推定される。

石囲炉は 2重の環状列石で、

外側の規模は約 105cm 以上

×約 65cm 以上、内側の規

模は長軸約 55cm、短軸約

50cm である。用いられた石

は遺跡周辺に散在する川石

であり、その多くが赤く被

熱していた。

　竪穴住居跡南西部からは、

ＳＫ２を検出した。土坑上

面の外周には、平面が長方

形に石が配置されていた。

範囲は長軸約 120cm、短軸

約 80cm である。用いられ

た石は遺跡周辺に散在する

川石であり、そのうちの１

石の一部が被熱するのみで、

大半の石は被熱していな

かったため、これは石囲炉

ではないと考えられる。土

坑の深さは南半で約 10cm、

北半で約 40cm である。Ｓ

Ｋ２の北西側の床面からは、

全面が被熱した赤色系の円

礫（第 16 図９）が出土して

第８図　１区谷状遺構（1/60）

177.2m

17
7.
2m

：サンプル土採取場所集石

集
石

集石

第 10 図　１区ＳＫ実測図②（1/60）
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第９図　１区ＳＫ実測図①（1/60）
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第　図　SI1 出土土器実測図　（１）　第 11 図　１区ＳＩ１出土遺物①（1/4）
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第 13 図　１区ＳＩ１出土遺物③（1/4、石皿のみ 1/8）
いる。なお、この竪穴住居跡からは明確な貼床は検出されなかった。

２．谷状遺構
　６～７Ｇで検出した。長軸 4.1ｍ以上、短軸 2.7ｍ以上、高低差 0.9ｍ以上の大型遺構である。
遺構底面の傾斜は約 12度である。埋土は、暗茶褐色土（５層）の下面に相当する黒褐色土の単
一層であった。遺構埋土からは、2.9ｍ× 2.3ｍの範囲で多量の川石を検出した。これらの川石
に混じって石皿が出土した。石皿は凹面を上にした状態で出土し、遺構底面からは約 16～ 34cm
上であった。調査区北側が河岸段丘となっており、川に向かう谷の一部であったと推定される。

３．ＳＫ
　ＳＫ 16　不整円形で、３段に掘られた土坑で、遺構内の上段より石皿が出土した。

　ＳＫ 24・29　円形の小型土坑で、埋土には配石が各 1石確認できた。

　ＳＫ 30　不整形の大型土坑で、遺構埋土の微化石分析を実施した。

４．ＳＤ
　ＳＤ１　土層断面ｂ - ｂ ’ ライン（第５図）において、現地形とは異なって南側の地山のレベ

ルが下がっており、帯状に土色差が確認できたためＳＤ１とした。調査区内では、長さ約 15.5

ｍ以上、幅約 2.2 ｍ以上を検出した。発掘時には地山をやや掘り過ぎてしまっているが、実際に

は深さ 10cm 弱の緩やかな断面である。　
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第 3節　縄文時代の遺物

１－ＳＩ１
　第 11・12図は縄文土器。1～ 29は有文土器、30～ 31は無文土器、32は壷または注口土器
と推定される底部である。33～ 34は無文の浅鉢、35～ 40は無文の深鉢、41～ 44は深鉢底部
である。

第 13図は石器である。１～２は刃器で、１は玄武岩か、２はサヌカイト類である。３は石皿である。

１－ＳＩ２
　第 14・15図は縄文土器。1～ 47は有文土器、48～ 58は無文土器の深鉢、59～ 61は無文土
器の浅鉢、62～ 64は浅鉢底部、65～ 68は深鉢底部である。
第 16図は石器である。１は石鏃、２～３は刃器で、１は玄武岩か、２は頁岩。４はサヌカイト
類の剥片である。５は打製石斧、６・７は磨石、８は石皿である。９は円礫であるが、全面が被

熱し赤色を呈している。

１－谷状遺構
　第 17・18図１～50は縄文土器。1～ 23は有文土器、24～ 34は無文土器の深鉢、35～ 42は浅鉢、
43～ 50は深鉢を主とした底部である。
　51～ 58は石器である。51～ 53は石鏃で、51・52は姫島産黒曜石、53は黒色の黒曜石である。

54 は刃器で頁岩製。55 は残核で姫島産黒曜石である。56 は打製石斧、57 は磨石、58 は石皿で

ある。

１－ＳＫ内
　第 19 図にＳＫ 16 出土の石皿、第 20図に各遺構内出土遺物を図示する。

１
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第　図　OKG98　SI２出土石器第 16 図　１区ＳＩ２出土遺物③（石鏃 1/2、その他 1/4）



第 17 図　１区谷状遺構出土遺物①（1/4）



1区包含層
　第 21・22図は縄文土器。1～ 67は有文土器で、
うち 54～ 60は注口土器かと考えられるものであ
る。68～ 77は無文土器の深鉢、78～ 81は浅鉢、
82～ 84は隆帯上刻目文のある深鉢、85～ 86は底
部である。

　第 23～ 25図は石器である。第 23図１～６は石
鏃で、３のみ姫島産黒曜石で、その他はサヌカイト
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65

11

12 13 

14

10

987 

2

3

4

15

16 17 18 19

20 21

22
23 24

25

26 27

28

29

30

31
32

33

34 35
 36 

37 38 39

40 41 42

43 44 45
46 47 48

49 50
51 52

53

1

(S=1:4)

0 10cm

第 21 図　１区包含層出土縄文土器①（1/4）



54 55

56

57 58 59 60

61

62 63 64 65

66
67

68

69

70

71

72

73

74

75
76

77
78 79

80

81

82
83 84

85 86

第　図　　包含層出土土器　（２）

(S=1:4)

0 10cm

第 22 図　１区包含層出土縄文土器②（1/4）



第 23 図　１区包含層出土石器①（1/4）
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第 24 図　１区包含層出土石器②（1/4）



類である。７は石匙で、サヌカイト類。８は楔形石器で姫島産黒曜石。９はチャート製の残核。

10～ 19・21は刃器。20・23は素材剥片と考えられる。22・24は石核。25～ 35は打製石斧で
ある。

　第 24図１も打製石斧である。２～７は磨製石斧、８は不明石器、９～ 13は石錘、14～ 26は
磨石類である。27は赤色顔料の小塊である。図面上での表面と右側面の２面は、浅黄色～淡黄色
をしており、礫面かと推定される。28～ 29は線刻礫、30は石棒で、31も石棒の一部かと推定
される。

　第 25図は１～５まで全て石皿類である。

(S=1:4)
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第 25 図　１区包含層出土石器③（1/4、1/8）
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第 4節　中世の遺構
１．ＳＢ
ＳＢ１
　４Ｇで検出した。桁行１間以

上（約 3.0 ｍ）、梁間 1間（約 2.6

ｍ）の掘立柱建物跡である。主

軸はＮ５°Ｅである。埋土から、

時期は中世と推定される。

ＳＢ２
　９Ｇで検出した。桁行２間（約

5.1 ｍ）、梁間 1 間（約 2.9 ｍ）

以上の掘立柱建物跡である。柱

間は桁行約 2.55 ｍ、梁間約 2.9

ｍとなる。主軸はＮ 16°Ｗであ

る。埋土から、時期は中世と推

定される。

ＳＢ３
　９Ｇで検出した。桁行２間（約

6.2 ｍ）、梁間 1 間（約 3.1 ｍ）

以上の掘立柱建物跡である。柱

間は桁行・梁間ともに約 3.1 ｍ

となる。主軸はＮ 21°Ｗである。

埋土から、時期は中世と推定さ

れる。

２．ＳＫ
ＳＫ 31
　９Ｇで検出した大型の土坑で

ある。河岸段丘縁辺部の造成土

の一部と推定される。埋土中か

ら平安時代後半以降の可能性の

ある土師器皿底部が出土してお

り、造成はこの時期以降におこ

なわれたと推定される。

ＳＫ 36
　10 Ｇで検出した大型の土坑で

ある。河岸段丘縁辺部の造成土

の一部と推定される。埋土中か

ら平安時代後半以降の可能性の

ある土師器片が出土しており、

造成はこの時期以降におこなわ

れたと推定される。

第 26 図　１区ＳＢ１（1/80）
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第５節　中世の遺物
　第 29 図に包含層から出土した遺物の一部を掲載する。１は中世須恵器の鉢口縁部で、東播系

のもの。２は土師器皿。３は瓦質の羽釜口縁である。４～８は、調査前に存在していた１区北西

面石積を表土等除去工事した際に出土した石塔類である。築石として用いられていたのか、裏込

め石として用いられていたのかは分からなかった。五輪塔の火輪部と水輪部であり、いずれも軟

質の角閃石安山岩（津和野地域でいわゆる玄表石と呼ばれる石）を利用している。

第６節　時期不明の遺構
１．線刻石
　線刻や矢穴のある大石を２石確認した。これらの石は、調査時には縄文時代遺構面にて検出し

たが、検出レベルから後世にも地上に露出していたと推定される。発掘調査時の現地説明会およ

び新聞報道では縄文時代としたが、石の上半を主として線刻が見られることから、さらに後世の

中世期以降とするのが妥当と考えられる。線刻石 1は硬質の石であるのに対し、線刻石 2は軟質

の角閃石安山岩（津和野地域でいわゆる玄表石と呼ばれる石）である。後者には石の目に直交す

る方向で、矢穴かと推定される穴が３穴確認できる。また、右下隅部の一部は溝状に抉れており、

これらは石切の痕跡である可能性があろう。

第 29 図　１区包含層出土遺物（1/4、1/8）
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第 30 図　１区線刻石（1/40）
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第４章　２区の調査
第１節　層序
　河岸段丘の上下で大きく堆積状況が異なっている。12Ｇ以西では、

古墳時代後期以降の堆積土である第 4層の下に、古墳時代後期の砂

礫層である第５・６があり、弥生時代後期から古墳時代前期の堆積

土である第７層がある。

　11 Ｇ以東の０Ｇ付近では、現耕作土の下に旧耕作土があり、さら

にその下に旧々耕作土と推定される第５層が堆積していた。それぞ

れの耕作土の下には床土状となった茶系の土が見られた。第５層の

下においても、茶褐色に変色した旧々床土と推定される第６層を確

認した。縄文時代後晩期から弥生時代初頭にかけての遺物は、この

第６層からその下層である第８層にかけて、混在して出土している。

第 10 層は漸移層であり、第 11 層以下は均質な砂質土の地山となり、

いずれも無遺物層である。

第 2節　縄文時代後晩期～弥生時代初頭の遺構
１．ＳＫ
ＳＫ 70
　アＧで検出した。長軸約 115cm、短軸約 55cm、深さ約 19cm の

楕円形の土坑である。底面で約 25 × 10cm の川原石を検出した。

ＳＫ 71
　ア～０Ｇで検出した南北約 1.6m、東西約 1.7 ｍ、深さ 65cm の不

整方形の土坑である。埋土は上下 2層に大別され、その第８・９層

境付近で石を３石検出した。石のうち、１石は焼石である。石を検

出した土坑中央部付近の層は大きく落ち込んでいる。埋土下層は外

周部と内部で縦方向に分層が可能であり、有機質の腐朽した痕跡と

推定した。これらの状況から、ＳＫ 71 は配石のある木棺墓であっ

たと考えられる。なお、棺外と推定した層を第 10' 層としているが、

第 10 層と非常に見極めが困難であった。これは、地山掘削土を直

後に埋め戻した場合には、漸移層に近い土色を示すことがその要因

として考えられる。
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３　暗灰褐色土

４　灰褐色土

５　灰褐色砂礫（１～２cm大）

６　暗灰褐色砂礫（２～５cm大）

７　黒褐色土（５～ 20cm大の石を含む）

８　＜地山＞北半：黄褐色砂質土、南半：褐色砂礫

第 32 図　２区 13 ライン土層断面図（1/80）
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第 34 図　２・4A区遺構配置図（1/250）



１　耕作土

２　暗黄灰色土＜床土＞

３　暗灰褐色土＜旧耕作土か＞

４　暗茶褐色土＜旧床土か＞

５　灰褐色土＜旧々耕作土か＞

６　茶褐色土＜旧々床土か＞

７　灰褐色土

８　暗灰褐色土

９　　　〃　　（８層よりやや明るく、一部に

11層小ブロックが混在）

　→ＳＫ71木棺内埋土か

10’ ８・11層の混層（10層とほとんど同じ）

　→ＳＫ71木棺外埋土か

10　８・11層の漸移層

11　黄褐色砂質土＜地山＞

12　淡灰褐色砂質土＜地山＞
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第 34 図　２区０Ｇ土層断面（1/60）
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第 35 図　２区ＳＫ 70・71（1/60）

２．ＳＢ・ＳＰ
　イ～１Ｇにかけての範囲で、縄文時代晩期後半～弥生時代初頭を主とした柱穴群を検出した。

１Ｇ側（西側）は希薄となり、２・３Ｇでは遺構が未検出であった。深さがおよそ 20cm 程度以

上の比較的深いピットを中心に検討をしたところ、ＳＢ 10～ 12 の掘立柱建物跡を復元した。（第

６表参照）

第 36 図　２区縄文時代遺構内出土遺物（1/4）
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第 37 図　２区０Ｇ遺物出土ポイント（1/30）
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第 3 節　縄文時代後晩期～弥生時代初頭の遺物
１．遺構内遺物
２－ＳＫ 71

　１～４は縄文晩期の土器で、１～３は深鉢、４は浅鉢である。５は弥生の甕の一部で、段があ

るとすれば、弥生時代初頭の遺物となる。６は縄文後期の磨消縄文土器片で、混入遺物と考えら

れる。７は石錘である。

２－Ｐ 874

　１・２は縄文土器の浅鉢で、同一個体と推定される。底部は丸底であり、外面が丸く磨滅する。

３は石錘の可能性がある川原石である。

２．包含層遺物
０Ｇ一括出土遺物
　縄文時代晩期後半から弥生時代初頭までの遺物が、０Ｇ東半の第６層および第８層上部にかけ

てまとまって出土した。

　第 38 図１～３は、縄文時代晩期後半の刻目突帯文土器、４は壷の口縁部である。５～ 13 は

弥生時代前期初頭の甕である。



第 38 図　２区０Ｇ一括出土遺物（1/4）
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第 39 図　２区０～アＧ　包含層出土　縄文土器（1/4）
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第 40 図　２区０～アＧ　包含層出土　弥生土器（1/4）
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第 42 図　２区０～アＧ　包含層出土　石器（1/2、1/4）
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その他の出土遺物
　イ～０Ｇにかけての範囲で出土した遺物を第 39 ～ 42 図に示す。第 39 図は縄文時代後晩期の

遺物である。第 40 図は弥生時代前期の遺物である。第 41 図は縄文時代後晩期および弥生時代

前期の底部である。第 42 図はこれらの土器に伴う石器である。

第 41 図　２区０～アＧ　包含層出土　底部（1/4）
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第 4節　弥生時代後期～古墳時代中期の遺構
１．ＳＤ
２－ＳＤ２
　長さ約 32 ｍ以上、幅約 1.3 ～ 3.4 ｍ、深さ約 20cm の溝である（第 32 図土層断面参照）。北

側がくぼむ形で孤を描く平面形で検出した。２区西半は河岸段丘上にあるため、その縁辺部に掘

削された溝と考えられる。今調査では、ＳＤ２は河岸段丘が終わる付近までしか確認できない。

６区ＳＤ５が同一遺構である可能性が高いと考えられる。

２．ＳＫ
２－ＳＫ 18
　長軸約 1.55m 以上、短軸約 1.5 ｍ以上、深さ約 20cm の不整形の土坑である。埋土中から土

師器高坏等が出土した。

第５節　弥生時代後期～古墳時代中期の遺物
２－ＳＤ２
　第 43 図１は弥生時代後期後半の複合口縁甕、２は単純口縁甕、３は壷である。

２－ＳＫ 18
　第 43図４～６は高坏、７は鉢、８は単純口縁甕、９は平底の底部である。

第 43 図　２区ＳＤ２、ＳＫ 18 出土遺物　（1/4）
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第６節　古墳時代後期以降の遺構
１．ＳＩ
ＳＩ１
　調査区南辺で検出した。4.85 ｍ× 3.9 ｍ以上の規模で、平面形は一部いびつであるが、方形と

推定される。壁面遺存高は、北側で約８cm、調査区南壁沿いで約 20cm であった。主柱穴は４

本と推定される。柱間は一辺約 140cm である。これらの主柱穴の深さは床面から約 30 ～ 35cm

である。主柱穴および北側にある隅丸長方形の土坑に囲まれた範囲を中心にして、焼土を４群検

出した。最も南側の焼土の北端は、約 20 × 15cm の範囲が特に赤い顕著な焼土であった。この

部分はちょうど主柱穴のほぼ中央に相当している。これらの焼土については、地磁気年代測定を

実施した。竪穴住居跡北端の床面から須恵器の坏蓋が出土しており、７Ｃ前半と推定される。

ＳＩ２
　調査区南辺で検出した。4.3 ｍ× 0.8 ｍ以上の規模で、平面形は方形である。壁面遺存高は、

約 25 ～ 35cm であった。主柱穴は調査区外にあると推定される。床面からは直径 10cm 前後の

小ピットを７穴検出した。

ＳＩ３
　調査区南辺で検出した。4.5 ｍ以上× 1.8 ｍ以上の規模で、平面形は方形である。壁面遺存高
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１　耕作土

２　床土

３　灰褐色土

４　暗褐色土（褐色系の土がやや多い）

５　暗灰褐色土

６　暗褐色土

７　焼土

８　９・11層の混層

９　暗灰褐色土

10　灰色土

11　暗黄褐色砂質土＜地山＞

12　暗褐色土（６層より暗い）

13　11・12層の混層（８層より 11層の割合多い）

第 44 図　２区ＳＩ１（1/60）



第 45 図　2 区ＳＩ２（1/60）
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１　客土

２　耕作土

３　床土

４　灰褐色土

５　暗灰褐色土

６　暗褐色土

７　暗褐色土（６層よりやや暗い）

８　７・９層の混層

９　黄褐色砂質土＜地山＞

10　７・９層の混層（７層が多い）

第 46 図　2 区ＳＩ３（1/60）
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１　客土

２　耕作土下半

３　灰褐色土（上端は一部床土状となる）

４　黒褐色土（６層よりやや明るく灰色系）

５　６・13層の混層（13層少量）

５’　　　〃　　　（13層多量）

６　黒褐色土

７　６・13層の混層（0.5 ～３cmの石を多く含む）

８　黒褐色粘質土

９　11・13層の混層（13層少量）

10　11・13層の混層（13層多量）

11　黒褐色土

12　11・13層の混層（13層少量）

13　黄褐色砂質土＜地山＞

第 47 図　2 区ＳＩ４（1/60）
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１　黒褐色土（２・４層よりやや明るく灰色系）

→13ライン７層上半に対応

２　黒褐色土

３　４・８層の混層

４　黒褐色土

５　焼土

６　黒褐色土（８層ブロックを少量含む）

７　暗褐色砂礫

８　黄褐色砂質土＜地山＞
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３

173.3m

１　暗灰褐色土

２　１・３層の混層

３　暗黄褐色砂質土

第 48 図　2 区ＳＫ３（1/40）

は東辺で約12cm、西辺で約36cmであった。主柱穴は調査区外にあると推定される。床面からは、

規模 1.35 ｍ以上× 1.05 ｍ以上、深さ約 30cm の不整形の土坑を検出した。

ＳＩ４
　長軸 3.2 ｍ、短軸 3.0 ｍの規模である。平面形は方形である。竪穴住居跡検出時の残存状況が

良好でなかったため、一部不確定な部分もあるが、一辺約 1.5 ～ 1.7 ｍの六角形の平面ではない

かと推定される。壁面遺存高は約 15cmであった。北西半の床面からは、直径 10cm以下の小ピッ

トが検出されるが、その他に柱穴となりそうなピットは２穴のみである。これらのピットのみで

は竪穴住居跡の中心に対して対称な配置とはならないため、主柱穴であるのか疑問も残る。なお、

これらの柱間を測ると約 205cm となる。床面ほぼ中央部からは、約 40 × 30cm の範囲で厚さ

約１cmの焼土を検出した。この焼土については、地磁気年代測定を実施した。

２．ＳＤ
ＳＤ１
　長さ約 12 ｍ以上、幅約 1.0 ～ 2.2 ｍ、深さ約 26cm の溝である。埋土中から平安時代後半期

以降の土師器が出土した。

ＳＤ３
　長さ約 15 ｍ以上、幅約 0.6 ～ 1.5 ｍ、深さ約 35cm の溝である。ＳＤ４と並行し、その南西

側にある。北西から南東方向に、ほぼ直線的に延びる。埋土は遺物包含層第４層と同じ灰褐色土

である（第 32 図土層断面参照）。埋土中から平安時代後半期以降の土師器が出土した。

ＳＤ４
　長さ約 13 ｍ以上、幅約 0.4 ～ 1.15 ｍ、深さ約 20cm の溝である。ＳＤ３と並行し、その北東

側にある。北西から南東方向に、ほぼ直線的に延びる。埋土は遺物包含層第４層と同じ灰褐色土

である（第 32 図土層断面参照）。東西両端以外の中間付近の北辺は失われている。埋土中から平

安時代後半期以降の土師器が出土した。

３．ＳＫ
ＳＫ３
　長軸約80cm、短軸約75cm、深さ約30cmの不整円形の土坑である。底面は東側がやや低くなり、

２段掘り状となる。埋土中から不明鉄器が出土した。

ＳＫ８
　長さ約 1.9 ｍ、幅約 1.15 ｍ、深さ

約 25cm の長方形の土坑である。底

面には５～ 30cm 程度の扁平な河原

石が全面に敷き詰められていた。そ

の石の上面は被熱していた。下半の

埋土には、ほぼ全面に広がる炭層が

確認される。炭層は第６層と第４層

であり、その間層には第５層（焼土

層）がある。焼土が敷石の上面にあり、
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【包含層】

１　灰褐色土

【２－SK73】

２　暗黄褐色砂質土（灰褐色土を多く含む）

３　暗灰褐色土

４　　　〃　　（３層よりやや褐色系で粘質）

５　暗黄褐色砂質土（灰褐色土を少し含む）

６　灰褐色土（暗黄褐色砂質土を少し含む）

７　暗褐色土

８　５層に同じ

９　暗灰褐色土

10　暗黄褐色砂質土（12層を少し含む）

11　９層に同じ（３層よりやや明るい）

12　暗褐色土（暗黄褐色砂質土を少し含む）

13　暗黄褐色砂質土（12層を少し含む）

【２－SK33】

14　暗灰褐色土（17層を少し含む）

15　暗灰褐色土（18層よりやや明るい）

16　14層に同じ

17　暗褐色土

18　暗灰褐色粘質土

19　暗褐色土

【地山】

20　暗黄褐色砂質土　

第 50 図　２区ＳＫ 33・73（1/40）

敷石も被熱していることから、敷石直上で火を用いたことは確実であるが、炭層が２層あること

から、２時期以上の継続使用が想定される。

ＳＫ 33
　長軸約 145cm、短軸約 80cm 以上、深さ約 90cm の土坑である。ＳＫ 73 に切られる。断面形

は袋状であるが、須恵器片・土師器甕片が出土している。

ＳＫ 54
　長軸約 355cm 以上、短軸約 255cm、深さ約 59cm の不整形の大型土坑である。埋土中から

13 石程度の川原石を検出し、うち１石は一部が焼けていた。土坑埋土は鉄・マンガン分の沈着

が見られ、そのラインを境にして土色・土質がやや異なっていた。また、埋土下部の５・６層は、

砂質土・砂系の堆積であった。

ＳＫ 60
　長軸約 275cm、短軸約 190cm、深さ約 34cm の不整形の大型土坑である。断面形は浅い皿状

第 49 図　2 区ＳＫ８（1/30）
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１　灰褐色土

２　暗灰褐色土

３　　　〃　　（炭を少量含む）

４　炭

５　焼土

６　炭

７　暗褐色土（炭を少量含む）

８　淡灰褐色砂質土（10層よりやや暗い）

９　暗褐色土（下層の包含層）

10　淡灰褐色砂質土＜地山＞



第 51 図　２区ＳＫ 54（1/40）
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１　灰色粘質土（淡灰褐色砂を多く含む）

１’ １層よりやや暗く、土質

２　暗灰色粘質土（淡灰褐色砂を少し含む）

２’ ２層よりやや暗く、土質

３　暗灰色粘土

３’ ３層よりやや暗褐色系で、土質

４　暗灰色粘土（淡灰褐色砂を多く含む）

４’ ４層よりやや暗く、土質

５　灰色砂質土

５’ ５層よりやや暗褐色系で、土質

６　淡黄褐色砂

７　灰色土

７’ ７層よりやや暗褐色系で、土質

８　暗灰色粘土

９　暗黄褐色砂質土＜地山＞

※　’ を付した層は鉄・マンガン分沈着ラインの外側にある層

をしている。土坑下部には焼土（第６層）があり、その直上には炭層（第５層）が堆積しており、

いずれも約１cm前後の薄い層であった。

ＳＫ 73
　長軸約 140cm 以上、短軸約 70cm 以上、深さ約 36cm の土坑である。ＳＫ 33 を切る。断面

形は袋状であるが、土師器甕片が出土している。

　

４．ＳＸ
ＳＸ１
　長軸約 165cm、短軸約 125cm、深さ約 43cm の不整形の土坑である。第１層中には炭を多く

含んでいた。

ＳＸ２
　長軸約 1.1m、短軸約 0.7 ｍ、深さ約 20cm の不整形の鍛冶炉である。ＳＸ７を切る。

ＳＸ３
　長軸約 105cm、短軸約 55cm、深さ約 44cm の不整形の鍛冶炉の基底部かと推定される遺構で

ある。第２層中には淡黄褐色粘土を含む。遺構北端付近では扁平な石２個を検出したが、使用痕
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１　灰褐色土（８層ブロックを多く含む）

２　灰褐色土

３　１層に同じ

４　灰褐色土

５　炭

６　焼土

７　灰褐色土（４層よりやや暗く、８層ブロックを少量含む）

８　黄褐色砂質土＜地山＞

第 52 図　２区ＳＫ 60（1/30）

は確認できなかった。

ＳＸ４
　長軸約 0.8m、短軸約 0.7 ｍの不整円形の土坑である。上部中央部に焼土を多く含んだ第 1層

があり、第 2層は厚さ約 5～ 10cm の黄褐色粘土層である。鍛冶炉と推定される。第 2層中を主

として土師器甕破片が多く含まれていた。一部の甕は口縁部を外周上面になるように埋設された

ように見受けられる。鍛冶炉基底部は第 4層である。検出面からの深さは約 24cm である。

ＳＸ５
　長軸約 65cm、短軸約 65cm、深さ約 17cm の不整円形の鍛冶炉である。南西側にあるＳＸ４

とは約 75cm 離れている。第２層の赤褐色粘土は焼土であった可能性があり、第３層の黄褐色土

が炉床土と推定される。

ＳＸ７
　長軸約 0.35m 以上、短軸約 0.15 ｍ以上、深さ約 10cm の円形と推定される鍛冶炉である。Ｓ

Ｘ２に切られる。

５．ＳＢ・ＳＰ
　河岸段丘上の 12 Ｇ以西を主として多くのピットを検出した。河岸段丘下の 11 Ｇ以東は、ピッ

ト数が少なくなる傾向にある。掘立柱建物跡の復元案を第 6表に示す。



第 53 図　２区ＳＸ、ＳＫ 18（1/40）

１２
３

４

５

１
２

３

４
６ ２

173.2m

173.2m

１　暗褐色土（炭を多く含む）

２　　〃　　（やや灰褐色気味）

３　　〃

４　暗黄褐色砂質土

５　暗褐色土（２・３層よりやや暗い）

→ＳＰ826 埋土

６　暗褐色土（４層が混じる）

→ＳＰ1321 埋土＜ＳＸ１以前＞

ＳＸ１

１２

３ ４５
６

１
２ ３
５ ６

５５
６

５
６

173.2m

17
3.
2m

１　暗灰褐色土

２　　　〃　　（淡黄褐色粘土を含む）

３　灰褐色土（４層より明るい）

４　　〃　　（３層より暗い）

５　暗褐色土＜下層遺構面の覆土＞

６　暗黄褐色砂質土＜地山＞

ＳＸ３

１
２４５６

１
２

３
４

５
６

４
５

６

２
５

６

173.0m

173.0m

１　灰褐色土（焼土・２層を多く含む）

２　黄褐色粘土

東半は、明赤褐色部分あり。炭・焼土を少量含む。

北東半は、混じりの少ない粘土

南西半は、やや混じりあり、３層に近くなる。

３　灰褐色土（２層を多く含む）

４　灰褐色土

５　暗褐色土＜下層遺構面の覆土＞

６　暗黄褐色砂質土＜地山＞

ＳＸ４

１２３
４
５

７ ８
９

３
４

５
６

７
８
９

６

７８
９ ９

８
９

５
８９

173.2m

173.2m

173.2m

【２－ＳＸ７】

１　暗褐色土（焼土・炭を少量含む）

２　灰褐色土（褐色粘土を多く含む）

　　　（南西半の断面には粘土少ない）

【２－ＳＸ２】

３　１層に同じ

４　２層に同じ

（北西部の断面には粘土少ない）

５　灰褐色土（６・７層より暗い）

【２－ＳＫ18】

６　灰褐色土

７　　〃　　（９層ブロックを少量含む）

【下層遺構面の覆土】

８　淡灰褐色土

【地山】

９　淡灰褐色砂質土

ＳＸ２・７、ＳＫ 18



第 55 図　２区ＳＢ１（1/80）
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第 54 図　２区ＳＸ５（1/40）

１

２ ３

４５

６

２
３

４
５

６

５

１ ２

173.0m

173.0m

１　灰褐色土

２　赤褐色粘土

３　黄褐色土

４　暗褐色土

５　黄灰褐色砂質土

（１～２cmの石を含む）

６　黄褐色土

ＳＢ１
　３間×２間の掘立柱建物跡である。規模は約 5.4 ｍ×約 4.4m で、面積は約 23.8㎡となる。柱

間は桁行が約 1.8 ｍ、梁間が約 2.2 ｍとなる。この掘立柱建物跡を構成する柱穴の掘方は、他の

掘立柱建物跡の柱穴掘方と比較して、大きめである。掘方は約 50 ～ 100cm の規模で、約半数

が長方形状である。また、いずれの柱穴からも柱痕が検出され、直径は約 22 ～ 46cm であった。

出土遺物から 12 Ｃ前半かと推定される。

ＳＢ３
　４間×２間の総柱の掘立柱建物跡である。規模は約8.6ｍ×約5.2mで、面積は約44.7㎡となる。

柱間は桁行が約 2.15 ｍ、梁間が約 2.6 ｍとなる。一部の柱穴で、柱痕かと推定される土色差が

確認できた。

ＳＢ５
　３間×２間の総柱の掘立柱建物跡である。規模は約 8.7 ｍ×約 5.6m で、面積は約 48.7㎡とな

る。柱間は桁行が約 2.9 ｍ、梁間が約 2.8 ｍとなる。一部の柱穴で、柱痕かと推定される土色差や、

根石が確認できた。



第 56 図　２区ＳＢ３・５（1/80）
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第７節　古墳時代後期以降の遺物
２－ＳＩ１

　第 57 図１～３は須恵器である。１・２は坏蓋で、２はボタン状つまみを有する蓋と推定される。

3は坏身の口縁である。４～８は土師器で、４・５は椀、６～８は甕である。

２－ＳＩ３

　第58図１は須恵器の坏蓋で、ボタン状つまみを有するものと推定される。２は土師器甕口縁部、

３は土師器椀である。

２－ＳＩ４

　第 59 図１～３は須恵器である。１・２は坏蓋で、3は坏身の口縁と考えられる。４～６は土

師器甕で、７は土師器の鉢かと見られる。

２－ＳＤ３

　第 60 図１は輪高台を有する須恵器の坏身底部である。外面底部輪高台内に欠損したヘラ記号

またはヘラ描き文字と推定されるヘラ痕が確認できる。他に図示していないが、周防産かと推定

される緑釉陶器小片が１破片出土している。

２－ＳＫ３

　第 61 図１は青白磁合子蓋、２は土師器皿、３は不明鉄器である。

第 57 図　２区ＳＩ１出土遺物　（1/4）

第 59 図　２区ＳＩ４出土遺物　（1/4）

(S=1:4)

0 10cm

１

２

３

４

６

５

７

第　図　ＯＫＧ99（２次）　ＳＩ４　出土遺物

(S=1:4)

0 10cm

１

２
３

第　図　OKG99 SI３ 出土遺物第 58 図　２区ＳＩ３出土遺物　（1/4）



第 61 図　２区ＳＫ３・８出土遺物　（1/4）

２－ＳＫ８

　第61図４は白磁碗、５～７は中世須恵器の碗と鉢で、東播系と考えられる。８～15は土師器坏。

15 は柱状高台で、中央部には穿孔がある。16 は鉄鏃である。

２－ＳＫ 54

　第 62 図はいずれも須恵器で、１は高坏坏部かと見られる破片、２は広口壷である。

２－ＳＸ１

　第 63 図１は青磁碗で同安窯系。２は土師器皿、３は中世須恵器の底部、４は土師器皿、５・

６は滑石製の石鍋である。７は龍泉窯系の青磁碗体部。

２－ＳＸ２

　第 63 図８は白磁皿、９は龍泉窯系青磁碗。11 は中世須恵器碗で東播系かと推定される。10・

12・13 は土師器の坏と皿。14 は鞴の羽口。

２－ＳＸ７

　第 63 図 15 は流動滓。

第 60 図　２区ＳＤ３出土遺物　（1/4）

1

第 62 図　２区ＳＫ 54 出土遺物　（1/4）



第 63 図　２区ＳＸ１～３・７出土遺物　（1/4）

(S=1:4)
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16
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14 15

1 ～ 7：SX1、８～ 14：SX2

15：SX7、16：SX3

第 64 図　２区ＳＸ４出土遺物　（1/4）

２－ＳＸ３

　第 63 図 16 は白磁碗。

２－ＳＸ４

　第 64 図１は白磁碗。２は土師器坏の底部。３～６は土師器甕で、色調は２種類に大別され、

３が浅黄橙色、４～６が赤褐色系である。



２－ＳＸ 14

　第 65 図は金床石と見られる川石である。広い

範囲に被熱痕があり、一部表面が剥落している。

ＳＸ４の北東側付近から出土した焼石群（ＳＸ

14）のうちの一つである。

２区ピット内遺物

　各ピットからは土師器の坏・皿の破片が多く

出土した。その他図示したもので特記遺物は以

下のとおりである。第 66 図 18 は釘、19 は羽

口先溶解物、20 は鉄塊系遺物、21 は須恵器の 第 65 図　２区ＳＸ 14 出土遺物（1/8）

１

第 66 図　２区ピット内出土遺物　（1/4）
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長頸壷である。25・28 は白磁碗で、25 の内外面には漆かと見られる褐色系の薄い付着物がある。

29 は黒色土器の可能性がある椀体部である。35 は須恵器転用硯で、底部輪高台内から坏部外面

にかけて墨痕が確認できる。36 は褐釉陶器かと推定される壷・水注類の口縁部である。

２区包含層出土遺物

　第 67 図１は糸巻形石器。ＳＤ５埋土中の出土であるが、混入遺物と考えられたため包含層遺

物として図示した。２は石匙。３は片面に楕円形の凹面が見られる不明石器である。４～６は須

恵器である。４は坏身で、高台内には４本のヘラ描き沈線があり、１本は内面見込にまで貫通し

ている。５は小型の短頸壷である。６は甕体部の転用硯である。内面および一部の割面に墨痕が

確認され、使用時の破片の外形を示すと考えられる。７は褐釉陶器の壷・水注類の口縁部と推定

される。８は青磁の盤口縁部。９は銅製の分銅。10 は鉄鏃。11・12 は鉄製紡錘車で径が異なる。

13 は鉄製鋤先。14 は鉄鍋。15 は椀形鍛冶滓である。

第 67 図　２区包含層出土遺物（1/4）
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第５章　４Ａ区の調査
第１節　層序
　２区東端と近接しており、基本的に２区０Ｇと同じ層序である。第７層が旧々耕作土の床土と

推定される茶褐色土である。第７層からは弥生土器片が出土し、第８層からは弥生土器片と縄文

土器片の両者が出土している。

第 2節　縄文～弥生時代の遺構
１．ＳＰ
　出土遺物から弥生時代前期以降と考えられるピットは、ＳＰ 10 である。

第 3節　縄文～弥生時代の遺物
　第 69 図１は、ＳＰ 10 から出土した弥生土器甕体部で、内面調整はハケメである。

　第 70 図は、包含層出土の縄文時代後晩期～弥生時代前期の土器である。

　第 71 図１～４は石鏃。５・６は刃器。７は打製石器で、やや湾曲しており石鎌かと思われる。

８は打製石斧。９は磨製石斧。10 は磨石類。

第 4節　古代～中世の遺構

第 68 図 　４Ａ区遺構配置図（1/100）

２
４

６７８

９
10

SP9

SP10

171.5ｍ
盛
土

２　耕作土

４　暗灰褐色土

６　灰褐色土

７　茶褐色土

８　暗灰褐色土（１cm以下の石多く含む）

９　暗灰褐色土

マンガン分沈着あり、暗い色調に見える。

基層は上半で灰褐色、下半で 10層に近い色。

10　黄褐色砂質土

１．ＳＰ
　須恵器が出土したことから古

墳時代以降と考えられるピット

は、ＳＰ 9である。

第５節　古代～中世の遺物
　第 71 図 11 は須恵器の坏蓋

で、輪状つまみが欠損したもの。

12 は土師器坏底部。13 は白磁

の底部である。



１

第 69 図　４Ａ区　ＳＰ 10　出土遺物（1/4）

第 71 図　４Ａ区　包含層　出土遺物②（1/4）
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第 70 図　４Ａ区　包含層　出土遺物①（1/4）
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第６章　４Ｂ区の調査
第１節　層序
　６区Ｆラインの層序とほぼ同様の層序であるため、

説明は省略する。

第 2節　弥生時代後期～古墳時代前期の遺構
１．ＳＩ
４Ｂ－ＳＩ１
　先細りとなる調査区南端の東壁沿いで検出した。

直線的なラインを持つ大型遺構の両端が屈曲するた

め、方形の竪穴住居跡であると推定した。確認した

規模は、7.6 ｍ以上× 1.0 ｍ以上であり、遺構の大

半は調査区外にあると考えられる。壁面の遺存高は、

南端で約 25cm、北端で約 35cm であった。壁沿い

には、下幅約 12 ～ 28cm、深さ約 10cm の壁溝が確

認できた。竪穴住居跡南西隅には幅約 115cm、奥行

約 100cm、深さ約 30cm の張出部があり、焼石が 1

石検出された。

第 3節　弥生時代後期～古墳時代前期の遺物
４Ｂ－ＳＩ１
　１は壷の口縁の一部かと推定され、端部に刻み目

が確認できる。２・３は甕の口縁で、２の口唇部に

はわずかな面があり、３の口唇部は舌状となる。

第 4節　古墳時代後期以降の遺構
１．ＳＢ
４Ｂ－ＳＢ１
　２間×２間以上の掘立柱建物跡である。規模は約

4.7 ｍ×約 4.7m で、それぞれ柱間は約 2.35 ｍと推

定される。面積は約 22.1㎡である。この掘立柱建物

跡を構成する柱穴の掘方は、他の掘立柱建物跡の柱

穴掘方と比較して、非常に大きい。掘方は円形で、

第 72 図　４Ｂ区ＳＩ１（1/60）

172.5m
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第 73 図　４Ｂ区ＳＩ１出土遺物（1/4）

１ ２ ３

直径約 90 ～ 130cm の規模である。また、いずれの柱穴からも柱痕が検出され、直径は約 25 ～

45cmであった。西辺の中間にあるピット（４Ｂ－Ｐ 225）の基底部には数個からなる根石があり、

その上の柱痕から須恵器蓋が出土した。なお、東辺の３ピットについては、一部調査区を拡張し

て検出したのみであり、発掘はおこなっていない。

２．ＳＤ
４Ｂ－ＳＤ１
　６区ＳＤ５の延長となる南東端を検出した。



３．ＳＫ
４Ｂ－ＳＫ１
　直径約 1.1 ｍ、深さ約 30 ～ 40cm の円形の土坑である。埋土上部から平安時代以降の土師器

が出土した。

４Ｂ－ＳＫ２
　４Ｂ区の西壁沿いで検出した土坑である。８区東壁沿いで検出した８－ＳＫ 21 と同一遺構で

あるため、説明は省略する。

４Ｂ－ＳＫ３
　南北・東西とも約 1.1 ｍ、深さ約 50cm の不整方形の土坑である。南辺以外はほぼ直線的な遺

構ラインであり、その軸はほぼ東西・南北方向である。北辺および西辺には段が見られた。埋土

中からは、平安時代以降の土師器とともに鉄鏃が出土した。

４Ｂ－ＳＫ４
　長軸約1.8ｍ、短軸約1.2ｍ、深さ約30cmの不整形の土坑である。西半で浅く、東半で深くなり、

第 75 図　４Ｂ区　ＳＫ１・３（1/40）
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172.7m

１　黒褐色土（炭を少量含む）

２　暗褐色土（　　 〃 　　）

３　黒褐色土（　　 〃 　　）

４　黄褐色砂質土＜地山＞

第 74 図　４Ｂ区　ＳＢ１（1/80）

172.8m



第 76 図　4B・６・８区遺構配置図（1/250）



５
６７

８

172.6m

SP129

SP217 焼土

５　暗灰褐色土（６層に比べ、やや褐色系）

６　　　〃　　（５層に比べ、やや暗灰色系）

７　暗褐色土

８　暗黄褐色砂質土＜地山＞

第 79 図　４Ｂ区　ＳＰ 129（1/40）

第 77 図　４Ｂ区　ＳＫ４（1/40）

１
２

３

４
１

２
３

４

172.7m

17
2.
7m

１　暗灰褐色土　　（炭を含む）

２　３・４層の混層（　 〃 　）

３　暗灰褐色土    （　 〃 　）

４　暗黄褐色砂質土＜地山＞

第 78 図　４Ｂ区　ＳＫ５（1/40）

１

２
３

４

１

２

４

172.7m

172.7m

１　暗灰褐色土（須恵器甕破片を包含）

２　１・４層の混層

３　暗灰褐色土（１層よりやや暗い）

　　＜ＳＰ121 埋土＞

４　暗黄褐色砂質土＜地山＞

※１～３層いずれも炭を含む

東半の底面には凹凸がある。

４Ｂ－ＳＫ５
　長軸約 1.95 ｍ、 短軸約 1.5 ｍ、 深さ約

35cm の不整形の土坑である。埋土中の上部で

ある第 1層中から 1個体分の須恵器甕破片が大

量に出土した。

４．ＳＰ
４Ｂ－ＳＰ 129
　４Ｂ区西壁沿いで検出したピットである。Ｓ

Ｐ 217 を切っている。ＳＰ 129 の南端上部に

は約 35 × 30cm の焼土が確認できた。

第５節　古墳時代後期以降の遺物
１．遺構内遺物
４Ｂ－ＳＢ１
　第 80 図１は須恵器坏蓋で、ボタン状つまみ

が付くと推定される。２は土師器甕。

４Ｂ－ＳＫ１
　第 81 図１は土師器皿、２は土師器坏、３は

椀形鍛冶滓。

４Ｂ－ＳＫ３
　第 81 図４は白磁皿、５～７は土師器坏、８

は鉄鏃。
第 80 図　４Ｂ区　ＳＢ１出土遺物（1/4）

(S=1:4)

0 10cm

１

２



４Ｂ－ＳＫ４
　第 81 図９～ 11 は土師器坏。

４Ｂ－ＳＫ５
　第 82 図１は須恵器甕。

４Ｂ－ＳＰ 11
　第 83 図１は土師器坏。

４Ｂ－ＳＰ 17
　第 83 図２は目釘穴があり、鉄製の刀子の茎

と見られる。

４Ｂ－ＳＰ 219
　第 83 図３・４は土師器甕。

２．包含層出土遺物
　第 84 図１は須恵器の坏蓋で転用硯。内面外

周の一部に墨痕がある。２は土師器の脚部。底

部に葉脈痕がある。３は緑釉陶器の輪状高台。

４は鉄鏃、５は鉄塊系遺物、６は流動滓である。

第 81 図　４Ｂ区　ＳＫ１・３・４出土遺物（1/4）

1 ～ 3 (SK1) 4 ～ 8(SK3)

9 ～ 11(SK4)

第 82 図　４Ｂ区　ＳＫ５出土遺物
(S=1:8)

0 20cm

第

1

第 84 図　４Ｂ区　包含層出土遺物（1/4）

１

２

３

４ ５ ６

第 83 図　４Ｂ区　ＳＰ出土遺物（1/4）

１（ＳＰ 11）

２（ＳＰ 17）

３・４（ＳＰ 219）



第７章　６区の調査
第１節　層序
　基本層序の大別は以下のとおりとした。０層は盛土、１層

は耕作土、２層は床土または石垣裏込土、３層は灰褐色土、

４層は黒褐色土である。少なくとも３層は、近代以前の水田

造成土と推定される。５層は黒色土であり、この層下面にお

いて、弥生時代後期から中世にかけての切り合い関係にある

多くの遺構を検出した。６・７層は褐色土、８・９層は黄褐

色土、７’ 層は７・８層の漸移層である。トレンチ発掘時の出

土であるが、およそ７層下部から黒色の黒曜石製の刃器（第

117 図１）が出土した。

　なお、水田造成に伴う盛土の大半については重機で除去し

た後に調査しており、Ｆライン土層断面図も盛土除去後の様

子を示す。

第 2節　弥生後期～古墳時代前期の遺構
１．ＳＩ
６－ＳＩ２
　円形の竪穴住居跡である。直径約 7.0 ｍ、残存高約 15 ～

25cm の規模である。主柱穴は４本柱と推定され、南北・東

西ともに柱間は約 2.5 ｍと推定される。北辺および東辺の主

柱穴間では別のピットが検出されており、主柱穴に比べ小さ

く浅い。これらのピットは、主柱穴の柱間約 2.5 ｍの半分で

ある約 1.25 ｍの場所に位置しており、補助的な柱であった可

能性も考えられる。これらの主柱穴に囲まれる位置で、中央

土坑（ＳＫ２・３）を検出した。ＳＫ２は長軸約 120cm、短

軸約 85cm、ＳＫ３は長軸約 110cm 以上、短軸約 45cm 以

上の規模である。ＳＫ２・３は切り合っており、住居の建て

替え等があったことが推定されるが、住居廃絶直前にはＳＫ

２を使用していたと考えられる。これらの中央土坑の周辺で

は焼土を検出した。南側がＳＸ１、北側が調査区壁面にかか

るＳＸ２・３である。住居跡床面外周部からは、幅約 10 ～

26cm、深さ約 12 ～ 20cm の壁溝を検出した。壁溝は連続し

ておらず、断続的に検出した。また、床面北東部からは、弧

状の短い溝（ＳＤ 11）を検出しており、拡張前の竪穴住居壁

溝の一部であった可能性も考えられる。

６－ＳＩ３
　同一場所での建て替えが確認された竪穴住居跡で、いずれ

もやや楕円形の平面形状である。

　古段階の規模は長軸約 5.5 ｍ、短軸約 5.0 ｍ、残存高約 6
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第 86 図　6 区ＳＩ２（1/60）
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SX3
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c c’

a a’

b
b’

c

c’

１　耕作土

２　床土

３　暗灰褐色礫土（10～ 20cm大の石を多く含む）

４　灰褐色礫土

５　灰褐色土

６　淡灰褐色土

７　黄灰褐色土

８　焼土

９　暗灰褐色土

10　灰褐色土

11　淡灰褐色土

12　淡灰褐色土（２層より淡く、やや粘質）

13　黄灰色土＜地山＞



～ 15cm である。主柱穴は４本柱で、南北・東西ともに柱間は約 2.7 ｍと推定される。古段階単

独での中央土坑は未検出であるが、本来古段階にもあった中央土坑が新段階の中央土坑として再

利用された可能性が高いと考えられる。床面外周部からは、幅約 15 ～ 30cm、深さ約 3～ 15cm

の連続する壁溝が検出された。埋土が淡褐色土（第 6層）の単一層であるのは、一時期に人為的

に埋められたためと考えられる。第 6層上面には、厚さ約１～２cmの黄褐色土（第 5層）があり、

新段階の床面となる貼床が構築されたことが確認できた。

　新段階の規模は長軸約 7.6 ｍ、短軸約 6.8 ｍ、残存高約 12 ～ 20cm である。主柱穴は８本柱

と推定され、この場合の柱間は約 1.9 ～ 2.55 ｍとなる。床面中央やや西寄りで、中央土坑（ＳＫ１）

を検出した。長軸約 150cm、短軸約 120cm、深さ約 40cm である。2 段掘りとなっており、上

部深さ約 10cm、下部深さ約 30cm であった。中央土坑の周囲で焼土（北側ＳＸ１、南西側ＳＸ

第 87 図　6 区ＳＩ３新（1/60）
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１　灰褐色土

２　暗灰褐色土

３　灰褐色土

４　　〃　　（地山　黄褐色土を含む）

５　黄褐色土＜貼床＞

６　淡褐色土

７　黒褐色土

８　灰褐色土

９　灰褐色土

10　暗灰褐色土

11　黄灰褐色土

12　地山

ａ　焼土



２）を検出している。床面外周部からは、幅約 15 ～ 30cm、深さ約４～ 10cm の壁溝を検出した。

壁溝は連続しておらず、断続的に検出した。

６－ＳＩ４
　円形の竪穴住居跡である。長軸約 6.7 ｍ、短軸約 6.5 ｍ、残存高約 20 ～ 25cm の規模である。

主柱穴は５本柱と推定され、この場合の柱間は約 2.65 ～ 3.3 ｍとなる。床面中央やや南寄りで、

中央土坑（ＳＩ４－ＳＫ１）を検出した。長軸約 170cm、短軸約 115cm である。中央土坑の南

側でも土坑（ＳＩ４－ＳＫ２）を検出した。長軸約 120cm、短軸約 80cm である。中央土坑の

北側では焼土（ＳＩ４－ＳＸ１）を検出している。床面外周部からは、幅約 20 ～ 30cm の壁溝

を検出した。壁溝は連続しておらず、北西部と南西部の２ヶ所のみで検出した。埋土は 4層に分

層したが、第 1層は 25cm 以下の礫を多量に含んでいた。

６－ＳＩ７
　多角形の竪穴住居跡である。平面形は不整円形かとも考えたが、住居跡上端と下端の一部に直

線的なラインが見られるため、7角形であった可能性があると考えられる。南東部が 4B・６区境

に当たり、調査が不十分となり一部検出できていないが、南北約 4.1 ｍ、東西約 3.9 ｍの規模と

見られ、残存高約 25 ～ 45cm と非常に良好な状態で残っていた。主柱穴は２本柱で、柱間は約

第 88 図　6 区ＳＩ３古（1/60）



2.6 ｍと推定される。床面中央やや北寄りで、やや大型のピット２基を検出しており、中央土坑

であった可能性がある。西側のＳＰ１は長軸約 70cm、短軸約 45cm である。東側のＳＰ２は長

軸約 50cm、短軸約 45cm である。床面南東部で焼土（ＳＸ１）を検出した。埋土は 4層に分層

したが、第 1層は 30cm 以下の礫を多量に含み、第 3層には炭を多量に含んでいた。

２．ＳＤ
６－ＳＤ５
　長さ 27 ｍ以上、幅 0.6 ～ 3.1 ｍ、深さ約 25cm の溝である。6区南半の河岸段丘縁辺部に沿っ

ており、北側延長線上に２区ＳＤ２が同一遺構になると推定される。

第 89 図　6 区ＳＩ４（1/60）
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７　ピット埋土（古代以降）

８　　　〃　　（弥生以前）
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３．ＳＢ・ＳＰ
　弥生時代後期～古墳時代前期の遺物が出土したピットを主として検討し、ＳＢ１～３の掘立柱

建物跡を復元案として示す。（第 12 表参照）

第 91 図　６区ＳＤ５断面図（1/60）

１ ２ ３
３

ｂ ｂ’172.7m
１　黒褐色礫土

２　暗灰褐色土

３　黄灰褐色土

第 90 図　6 区ＳＩ７（1/60）
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第 3節　弥生時代後期～古墳時代前期の遺物
６－ＳＩ２
第 92 図１～３は単純口縁甕、４は打製石斧、５は 2次加工のある剥片でサヌカイト類。６・７

は台石。６はＳＫ２内出土で、表裏面が被熱する。７は床面出土で、上面が被熱せず側面の大半

が被熱する。

第 92 図　６区　ＳＩ２出土遺物　（1/4、1/2、1/8）
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5

(S=1:4)

0 10cm

(S=1:2)

0 3cm

６ ７

第 93 図　６区ＳＩ３( 新 ) 出土遺物（1/4、1/8）

９

10

第 94 図　６区ＳＩ３( 古 )
　　　　　出土遺物（1/4）

11



第 95 図　６区　ＳＩ４出土遺物①　（1/4）

第 96 図　６区　ＳＩ４出土遺物②　（1/8）

16

15

６－ＳＩ３
第 93 図はＳＩ３新段階に伴う出土遺物。１～２は単純口縁甕、３～４は底部で上げ底および平

底のもの。５・６は石斧。５は部分的に磨製、６は全面磨製の扁平な両刃の石斧。７は石製紡錘車。

６・７はいずれも津和野地域で「玄表石」と呼ばれる軟質の角閃石安山岩製。８は砥石。９は台

石で上面が被熱する。10 は石皿で上面に顕著な擦痕がある。第 94 図はＳＩ３古段階に伴う出土

遺物。11 は底部で、やや上げ底気味となる。

６－ＳＩ４
第 95 図１は鼓形器台、３は壷、２・４・５は単純口縁甕、６・７は口縁単部、８は複合口縁の屈曲部。

９～ 12 は底部で、明確な平底から痕跡的なものまでがある。13 は小型の鉢。14 は鉄製ヤリガ

ンナ。第 96 図 15・16 は台石。15 はＳＫ１内出土で、上面中央部を主として、一部側面も被熱



第 97 図　６区　ＳＩ７出土遺物①　（1/4）

(S=1:4)
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第 98 図　６区　ＳＩ７出土遺物②　（1/8）
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第 99 図　６区　ＳＤ５出土遺物　（1/4）

(S=1:4)
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する。16 は床面出土で、被熱しておらず表裏面がやや平滑となる。

６－ＳＩ７
第 97 図１は単純口縁甕、２は方形で肥厚気味の口縁単部。３はサヌカイト類、４は姫島産黒曜石、

５・６は磨石である。第 98 図は台石で、上面のうち外周部のみが被熱する。

６－ＳＤ５
第 99 図は複合口縁壷、２・３は単純口縁甕、４は高坏の坏部である。



第 4節　古墳時代後期以降の遺構
１．ＳＩ
６－ＳＩ１
　方形の竪穴住居跡である。長軸約 4.2 ｍ、短軸約 3.7 ｍ、深さ約 30cm の規模である。東辺の

大半は失われており、東西方向の規模はわずかに残る北東隅部から推定した。北西辺のほぼ中央

部に竈があり、煙道部を含めると南北約 4.8m となる。主柱穴は４本柱で、南北・東西ともに柱

第 100 図　6 区ＳＩ１（1/60・1/30）
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ＳＩ１

１　暗灰褐色土

２　　　〃　　

（１層より淡い、灰色がやや強い）

３　灰褐色土

（地山土の黄灰色砂質土を含む）

3-0　 焼土

3-1　暗灰褐色土

（淡褐灰色砂質土を多く含む）

3-2　　　〃　　

（　　　〃　　　を含まず）

3-3　　　〃　　

（　　　〃　　　を多く含む）

3-4　　　〃　　

（　　　〃　　　を多く含む）

3-5　　　〃　　

（１層より暗く、石多い）

3-6　焼土

3-7　黄灰褐色土

（3-6 層の焼土で地山が変色したもの）

3-8　3-5 層に同じ

3-9　灰褐色砂質土

ＳＫ 31

４　灰褐色礫土

（2～ 5cm程度の石を多く含む）

５　灰褐色砂質土

ＳＤ５

６　暗灰褐色礫土

ＳＫ 32

７　１層に同じ

８　３層に同じ

９　地山



第 101 図　6 区ＳＩ５（1/60）

１

３９

１
２

３
４

７
８

９

４

４
９

９

173.0m

173.0m

SX1
SX2

ＳＩ５

　１　暗灰褐色土（礫を多く含む）

ＳＩ４

　２　暗灰褐色土

　３　灰褐色土

　４　黄灰褐色土

　５　焼土

　７　ピット埋土（古代以降）

　８　　　〃　　（弥生以前）

　９　地山

間は約 1.8 ｍと推定される。住居跡中央部からは長軸約 85cm、短軸約 55cm の範囲で焼土（Ｓ

Ｘ１）が検出された。竈の煙道は、長軸約 150cm、短軸約 55cm、残存高約 35cm の規模である。

側石は扁平な石を立てており、片側 3石以上と推定される。東側の側石は、後世のピットによっ

て一部失われていた。南側には扁平な石も残存していた。煙道内部の北半では５～ 10cm 程度の

河原石を検出した。煙道内部の中央部の底付近には焼土層があり、その上部から土師器甕が出土

した。埋土中からは椀形鍛冶滓・焼骨の小片も出土した。

６－ＳＩ５
　不整方形の竪穴住居跡である。一辺約 4.1 ｍの規模で検出したが、上部削平により残存状況が

不良であったため、平面形の検出が不十分であった可能性もある。主柱穴は２本柱で、柱間は約2.1

ｍと推定される。北辺に接して焼土（ＳＩ５－ＳＸ１）を検出した。ＳＸ１の周囲からは硬化面（Ｓ

Ｉ５－ＳＸ２）も検出しており、竈があった場所と推定される。



第 102 図　6 区ＳＩ６（1/60）
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１　暗灰褐色土

２　暗赤褐色土（焼土を含む）

３　灰褐色土

４　＜ＳＩ７埋土＞

６－ＳＩ６
　方形の竪穴住居跡である。南北約 4.6 ｍ、東西約 3.7 ｍ以上の規模である。東辺は 4B 区にあっ

たと見られるが、4B 区調査時には検出しておらず、削平により残存していなかったものと思わ

れる。主柱穴は４本柱と推定されるが、南東部の主柱穴は 4B・６区境に当たり、調査が不十分

となり検出できていない。柱間は南北方向の桁行が約 2.4 ｍ、東西方向の梁間が約 1.8 ｍである。

住居跡北辺では、竈を検出した。一部の石が欠落しているが、規模は残存する長軸約 135cm 以上、

短軸約 70cm、残存高約 35cmである。側石は扁平な石を立てており、片側 3石以上と推定される。

南側には別の石も残存していた。煙道の内部には焼土を含んだ暗赤褐色土が堆積していた。

２．ＳＤ
６－ＳＤ４
　6区西壁沿いで検出した。長軸約 1.45ｍ以上、短軸約 0.32ｍ、深さ約 10～ 20cmの溝状遺構
である。埋土中から土師器皿が出土した。



172.8m
17
2.
8m

第 103 図　６区ＳＤ４（1/40） 第 104 図　６区ＳＫ 29・32（1/40）

6-SK326-SK29

172.7m

17
2.
7m

172.6m

第 105 図　６区ＳＫ 33・34（1/40）

５
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6-SK33

172.9m
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１　暗灰褐色土

　　（１～３cm大の石を多く含む）

２　灰褐色土

　　（１cm程度の石を多く含む）

３　黄灰褐色砂礫

　　（２～５cm大の石を多く含む）

４　黄褐色土＜地山＞

５　灰褐色土＜SP479 埋土＞

１

２
３

４

１

２
４

２
’

４

6-SK34 172.9m

172.9m
１　暗灰褐色土

 　　（20cm大までの礫を含む）

２　灰褐色土

２’　　〃　　

　　（２層よりやや明るい）

３　灰褐色土

　　（地山の黄褐色砂を含む）

４　黄褐色砂礫

　　（SK33 側では 2’ 層の土を多く含む）



３．ＳＫ
６－ＳＫ 29
　長軸約 1.05ｍ、短軸約 0.8ｍ、深さ約 45cmの不整円形の土坑である。埋土中の上部および下
部からは石を検出した。石の多くは焼石である。埋土中からは土師器とともに焼骨片も出土した。

６－ＳＫ 32
　長軸約 0.9ｍ、短軸約 0.75ｍ、深さ約 35cmの不整円形の土坑である。埋土中の上部からは石
を検出した。埋土中からは土師器とともに焼骨片も出土した。

６－ＳＫ 33
　長軸約 1.25ｍ、短軸約 0.95ｍ、深さ約 70cmの楕円形の土坑である。埋土中の上半からは石
を検出した。石の多くは被熱し、平滑な礫面となっている。南側にあるＳＫ 34を切っている。
６－ＳＫ 34
　長軸約 2.7ｍ以上、短軸約 0.45～ 1.25ｍ、深さ約 70cmの不整形の土坑である。埋土中から

第 106 図　６区ＳＸ１（1/60）

172.5m

17
2.
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4

5

６

は石を検出した。北側はＳＫ 33に切ら
れている。

４．ＳＸ
６－ＳＸ１
　6区西壁沿いの河岸段丘北端付近で
検出した集石付近から出土した遺物を、

ＳＸ１内遺物として取上げた。特に掘

り込みがあるわけではなく、包含層に

石が多く含まれている状況である。

６－ＳＸ３
　６区内を横断する段丘縁辺部に位置

する集石遺構である。約 50cm南側に
ＳＸ４が存在する。遺構東側は後世の

水田造成によって失われていた。残存

規模は、長軸約 150cm、短軸約 100cm
である。遺構中央部付近の扁平気味な

２石が立石であり、「Ｔ」字状の平面形

で検出した。立石部分のみ約 22cmの
掘り込みが存在していた。

６－ＳＸ４
　６区内を横断する段丘縁辺部に位置

する集石遺構である。約 50cm北側に
ＳＸ３が存在する。遺構東側は後世の

水田造成によって失われていた。残存

規模は、長軸約 170cm、短軸約 90cm
である。遺構中央部付近の扁平気味な

１石のみ立石であり、立石部分のみ約

18cmの掘り込みが存在していた。
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ＳＸ６

０　暗灰色粘質土（石をほとんど含まず）【ＳＸ３掘方埋土】

１　暗灰褐色土（９層よりやや暗い）

２　橙色土（明瞭な焼土）

３　暗灰褐色土（焼土をわずかに含む）

４　暗灰褐色土（炭・焼土を少量含む）

5a　焼土　

5b　焼土

６　暗灰褐色土（東端は炭を非常に多く含む）

７　焼土

８　にぶい黄褐色粘土

９　暗灰褐色土

　（炭を少量含む）

　（13・14層と比べ、１～２cmの石は少量含む）

10　暗灰褐色土

　（９層よりやや暗く、炭を非常に多く含む）

11　暗褐色土

　（炭・焼土を多く含む）

　（11層下面（地山上面）の一部は焼ける）

12　暗灰褐色土

　（炭を非常に多く含む）

　（12層下面（地山上面）の一部は焼ける）

13　暗灰褐色土

　（９層と比べ１～２cmの石を多く含む）

　（14層と比べやや明るい）

14　暗灰褐色土

　（９層と比べ１～２cmの石を多く含む）

　（13層と比べやや暗い）＜包含層第 5層＞

15　にぶい褐色粘質土＜地山＞

P6

SX3

第 107 図　６区ＳＸ３・４・６（1/40）



第 108 図　６区ＳＢ６（1/80）

173.0m

173.0m

6-P1054

６－ＳＸ６
　ＳＸ３の下付近から検出した鍛冶炉かと推定される土坑である。土坑の規模は、長軸約

220cm、短軸約 180cm、深さ約 38cmである。遺構検出時には、南北に細長いわずかな焼土（第
３層）を長軸 390cm、短軸 160cmの範囲で検出した。また、遺構検出面では第２層と第 5a層の２ヶ
所で明瞭な焼土を検出した。遺構埋土は切り合いから、新古の２段階に大別できた。新段階は第４・

5b～８層が相当し、その埋土の多くには焼土・炭を含んでいた。下部で検出した第 8層のみ、に
ぶい黄褐色粘土であった。古段階は第９～ 13層が相当する。特に下部の第 10～ 12層は炭・焼
土を大量に含む埋土で、これらの層の下面に当たる地山の一部は被熱していた。底面から小ピッ

ト５基を検出している。なお、第９・13・14層については、炭と石の含有量を分層基準としており、
この差は非常に微妙なものであった。

５．ＳＢ・ＳＰ
　出土遺物およびピット深さ等を考慮して検討した、掘立柱建物跡の復元案を第 12 表に示す。

６－ＳＢ６
　桁行２間（約 4.8 ｍ）、梁間１間 ( 約 2.7 ｍ ) の掘立柱建物跡である。Ｐ 1054 から白磁玉縁口

縁が出土している。



第５節　古墳時代後期以降の遺物
６－ＳＩ１

　第 109 図１～７は土師器で、１～５は甕、６は坏、７は高坏である。８は椀形鍛冶滓である。

９は竈部分（ＳＸ８）から出土した砥石で、顕著な擦痕があり、端部以外の大半が被熱している。

６－ＳＩ５

　第 110 図１～４は須恵器で、１は坏身底部、２は高坏、３・４は坏蓋である。５～９・12 は

土師器で、５～７・12 は甕、８は坏口縁部かと見られる破片、９は壷口縁部かと見られる破片

である。10 は玉砂利である。11 は土玉で、縄文時代遺物の混入かと思われる。

６－ＳＩ６

　第 111 図１～４は土師器である。１・２は坏で、このうち２は砂粒を含まない精良な胎土で、

内面には暗文がある。３・４は甕である。

第 109 図　６区　ＳＩ１出土遺物　（１～８：1/4、９：1/6）

９

第 110 図　６区　ＳＩ５出土遺物　（1/4）

1 2

3 4 5 6
7

8
9 10

11 12
(S=1:4)

0 10cm



第 111 図　６区　ＳＩ６出土遺物　（1/4）
(S=1:4)

0 10cm

１

２

３

４

６－ＳＫ 29

　第112図１・２は土師器坏である。

６－ＳＫ 32

　第 112 図３～５は土師器坏であ

る。

６－ＳＫ 33

　第 112 図６は白磁碗の玉縁口縁

である。７は砥石で全面が被熱する。

２区Ｐ 735 出土の砥石と接合した。

６－ＳＤ４

　第 113 図１は土師器皿である。

６－ＳＸ１

　第 114 図１～４は須恵器である。

１・２は坏蓋で、１はボタン状つま

み部で、2 にも同様のつまみが付く

と考えられる。３は坏身、４は高坏

脚部である。５は椀形鍛冶滓である。

７

SK33(6・7)

第 112 図　６区　ＳＫ出土遺物　（1/4）

第 113 図　６区　ＳＤ４出土遺物　（1/4）

６は金床石と推定され、上面の中央部を主として全面が被熱する。

６－ピット内

　第 115 図１・２は須恵器の蓋と高坏。３は須恵器の （はそう）。4は土師器甕である。

第 116 図には平安時代後半以降の土師器の坏・皿が主として出土するピット内遺物を掲載し、そ

の他の特記遺物を以下に記す。１は土師器皿。胎土に地元で「玄表石」と呼ばれる角閃石安山岩

を含んでおり、遺跡周辺の津和野地域産であることが推定できる遺物である。３は内外面が黒褐



第 114 図　６区　ＳＸ１出土遺物　（１～５：1/4、６：1/8）

６

第 115 図　６区　ピット内出土遺物①　（1/4）

P1304（1・2） P1306（3） P1243（4）

第 116 図　６区　ピット内出土遺物②　（1/4）

P1（1～ 5） P4（6） P336（7・8）

P364（9～ 11）
P371（12）

P375（13） P395（14・15）

P567（16～ 19）

P609

（20 ～ 22） P613（23～ 25）

P715（26）

P734

（27 ～ 31）

P726（32）

P861（33～ 36）

P1054（37 ～ 39） P1094（40）

15



第 117 図　６区　包含層出土遺物　（1/4）
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第６節　６区包含層出土遺物
　第 117 図１・２は黒色の黒曜石である。１は刃器で、包含層発掘時に出土しており、Ｅグリッ

ドＦライン７層下部付近の出土と推定される。テフラ分析の結果、７層下部の試料 13 から鬼界

アカホヤ火山灰に由来する火山ガラスが検出されたことから、縄文時代の石器である可能性もあ

ると考えられる。２は使用痕のある剥片と見られる。３・４は石製紡錘車の未製品で、３は穿孔

前のもの、４は穿孔途中で割れたものと見られる。いずれも石材は津和野地域で「玄表石」と呼

ばれる角閃石安山岩で、遺跡周辺にある軟質の石材である。５は磨製石斧、６は打製石斧。７は

円面硯の可能性がある須恵器の小片である。８は灰釉陶器の壷体部。９～ 11 は鉄製品で、９は

袋状鉄斧、10 はヤリガンナ、11 は火打鎌。12 ～ 16 は鍛冶関連遺物である。12 は鉄塊系遺物で、

分析を実施した。13 は含鉄流動滓、14 は流動滓、15 は羽口先溶解物。16 は椀形鍛冶滓で炉床

土が付着する。

色をしており、黒色土器である可能性がある。６は製塩土器、10 は砥石。11 は須恵器甕体部で

内面に黒色の付着物が垂れて付着する。12 は壁土状の土製品である。13 は緑釉陶器の碗口縁。

２破片が出土し接合する。釉薬は剥落が著しく、周防産かと推定される。15 は青磁碗、37 は白

磁碗の玉縁口縁である。



第８章　７区の調査
第１節　層序
　７区の層序および出土遺物を見る

と、土層は概ね以下のように大別で

きる。１層は表土、２層は床土、３

層は水田造成土、４層は３層より明

るい灰褐色土で中世以降の遺物包含

層と推定される。５層は炭を多く含

んだ褐灰色土で平安時代の遺物包含

層と推定される。６～８層はトレン

チでの一部発掘に留まっているが、

弥生時代後期の遺物包含層と推定さ

れる。６層は炭を少量含み、生活面

の可能性もある比較的安定した土層

であるのに対し、７・８層は流水に

よる堆積土の様相をしている。９層

は無遺物層である。

　遺構の検出場所は、時期によって

概ね分かれた。弥生～古墳時代の遺

物を含む遺構は、段状遺構１によっ

て切られていない７区南東部を主と

し、平安時代後半期以降の遺物を含

む遺構は、段状遺構１とその西側に

続く平坦面を主とする検出傾向に

あった。

第 2節　弥生～古墳時代の遺構
１．ＳＡ
ＳＡ１
　３間の柱穴列である。距離は約4.2

ｍで、柱間は西から約 1.2 ｍ、約 1.4

ｍ、約 1.6 ｍとなっている。遺構

主軸は、N63°Wである。西端のＳ

Ｐ 20 埋土からは礫石が検出された。

いずれの柱穴からも弥生時代後期～

古墳時代前期頃の土器片が出土して

いるが、ＳＰ５からは壷・甕の口縁

端、ＳＰ 20 からは凸レンズ状の底

部が出土しており、弥生時代後期末

頃と推定される。 第 118 図　７区遺構配置図（1/200）
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７

４

５

a
a’

bb’

ＣＤ

段状遺構 1

段状遺構２

試掘坑
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SA2

SA3

SB1

SB2



５

９’

９

５

５

５

９

９

175.0m

174.0m

173.0m

172.0m

５　褐灰色土（炭を少量含む）

９　灰褐色土

９’ 灰褐色砂礫

第 120 図　７区土層断面図②（1/100）

２
３a

４５
６

７
８

９

３b

３b９

ａ ａ’
176.0m

175.0m

174.0m

173.0m

172.0m

１　表土

２　床土

3a　灰褐色土

3b　　〃　　（３～ 30cm程度の石を多く含む。まれに 50cm程度の石を含む。）

４　　〃　　（3a・3b 層より明るい）

５　褐灰色土（炭を多量含む）

６　灰褐色土（炭を少量含む）

７　褐灰色砂

８　褐灰色砂質粘土（３～ 30cm程度の石を多く含む。）

９　にぶい褐色土

第 119 図　７区土層断面図①（1/100）

第 121 図　７区ＳＡ１（1/80）

174.0mSP20 SP19 SP8 SP5

第 122 図　７区ＳＡ２（1/80）

174.0m
SP40 SP27 SP23

第 123 図　７区ＳＡ１出土遺物（1/4）

１ ２

SP5SP20



ＳＡ２
　２間の柱穴列である。距離は約 5.6 ｍで、柱間はいずれも約 2.8 ｍとなっている。遺構主軸は、

N62°Wである。中央および東側の柱穴からは、弥生時代後期～古墳時代前期頃の土器片が出土

している。

第 3節　弥生～古墳時代の遺物
ＳＡ１
　１はＳＰ20から出土した凸レンズ状の底部である。２はＳＰ５から出土した壷・甕の口縁端で、

口縁端部内面をつまみ上げている。

ＳＡ２
　図化できる遺物の出土はない。

第 4節　古代～中世の遺構
１．段状遺構
段状遺構１
　長さ約 21 ｍの大型遺構である。東端は北方（下方）に屈曲して終っている。平坦部の幅は約 1.5

～ 3.0 ｍで、平安時代後半期以降のピットを検出した。また、その西側はＳＢ１・２をはじめと

して平安時代後半期以降の多くのピットを検出した幅約 5.5 ｍの平坦部につながる。段状遺構１

によって区画された背後の平坦部の幅は約 2.0 ～ 4.5 ｍであり、ここで弥生時代後期のＳＡ１・

２を検出した。いずれの平坦部も傾斜しており、流出あるいは削平を受けていると推定される。

段状遺構２
　長さ約 35 ｍの大型遺構である。東端は北方（下方）に屈曲して終っている。平坦部の幅は約 1.5

ｍ以上で、調査区北辺までは約４～５ｍある。段状遺構２の平坦面からは、ピット等の遺構は検

出していない。

第 124 図　７区ＳＢ１　（1/80）
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２．ＳＢ
ＳＢ１
　桁行２間×梁間１間以上の掘立柱建物跡である。規模は桁行約 6.8 ｍ×梁間約 2.3 ｍ以上で、

面積は約 15.6㎡以上となる。柱間は、桁行が約 3.2 ｍ、約 3.6 ｍで、梁間が約 2.3 ｍである。遺

構主軸は、N30°E あるいは N60°Wである。傾斜地であるため、建物跡の北側は失われたと考

えられる。いずれの柱穴からも、平安時代後期以降とみられる土師器片が出土しているが、ＳＰ

52 からは、坏口縁部と底部が出土した。

ＳＢ２
　桁行２間×梁間１間以上の掘立柱建物跡である。規模は桁行約 7.0 ｍ×梁間約 3.0 ｍ以上で、

面積は約 21㎡以上となる。柱間は桁行が約 3.5m、梁間が約 3.0 ｍである。遺構主軸は、N29°E

あるいは N61°Wである。傾斜地であるため、建物跡の北側は失われたと考えられる。ＳＰ 95

を除いて、いずれの柱穴からも、平安時代後期以降とみられる土師器片が出土しているが、ＳＰ

51 からは坏口縁部と皿が出土した。

第 126 図　７区ＳＡ３（1/80）

174.0m
SP69 SP73 SP80SP68

第 125 図　７区ＳＢ２　（1/80）
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第 127 図　７区古代中世遺構内遺物　（1/4）

１

２

３
４
５
６

７

８

ＳＢ２（SP51)ＳＢ1（SP52)段 1

段２

３．ＳＡ
ＳＡ３
　３間の柱穴列である。距離は約 7.2 ｍで、柱間はいずれも約 2.4 ｍとなっている。遺構主軸は、

N62°Wである。いずれの柱穴からも、平安時代後期以降とみられる土師器片が出土している。

第５節　古代～中世の遺物
段状遺構１
　第 127 図 1 は平安時代以降の土師器坏底部である。

段状遺構２
　第 127 図２は瓦質土器羽釜口縁である。

ＳＢ１
　第 127 図３～６はＳＰ 52 から出土した土師器坏・皿である。

ＳＢ２
　第 127 図７・８はＳＰ 51 から出土した土師器。１は皿、２は坏口縁部である。

第６節　７区包含層出土遺物
　第 128 図１は銅椀の体部と推定される破片である。２は砥石で、図面右側面には擦り切りによ

ると推定される段とわずかな溝が確認できる。

第 128 図　７区包含層出土遺物　（1/4）

１

２
３



第９章　８区の調査
第１節　層序
　基本的に６区と同じであるため、説明は省略する。

第 2節　弥生時代後期～古墳時代前期の遺構
１．ＳＩ
８－ＳＩ１
　８区南辺で検出した不整方形の竪穴住居跡である。北端はＳＩ３を切っている。北辺および東

辺とも一辺約 5.4ｍの規模で検出し、残存高約 15～ 30cmであった。主柱穴は２本柱で、柱間
は約 3.2ｍと推定される。床面南西部で、土坑（ＳＫ 41）を検出した。東西約 215cm、南北約
205cm以上で、北側から南側に向かって 3段に掘られていた。住居跡西隅部には平面三角形のテ
ラス状の段があり、その裾の一部では短い溝状遺構を検出した。

８－ＳＩ２
　８区南辺で検出した不整方形の竪穴住居跡である。北辺および東辺とも一辺約 5.4 ｍの規模で

検出し、残存高約 15 ～ 30cm であった。不整形である北東隅部は張出部かと推定される。張出

１
２

１ ２
３

Ａ
Ｃ

Ｃ

Ｃ

１ ２ Ｃ
Ｃ

173.0m

17
3.
0m

＜ＳＩ１＞

１　黒褐色土（炭を少量含む）

　　　（２層よりやや明るく、５cm以下の石を多く含む）

２　黒褐色土（炭を少量含む）

（１層よりやや暗い）

３　黒色土（炭を多量含む）

＜平安以降のピット埋土＞

Ａ　黒色土

＜ＳＩ３埋土＞

Ｂ　黒褐色土（１・２層より明るい）

＜地山＞

Ｃ　灰黄褐色土

第 129 図　８区ＳＩ１（1/60）
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Ａ
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Ｃ
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Ａ
Ａ173.0m

17
3.
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＜ＳＩ２＞

１　黒褐色土

２　　〃　　（１層より暗い）

＜平安以降のピット埋土＞

Ａ　黒色土

＜弥生～古墳時代包含層＞

Ｂ　黒褐色土

＜地山＞

Ｃ　灰黄褐色土（西半）

Ｃ’ にぶい黄褐色土（東半）

第 130 図　８区ＳＩ２（1/60）

部の規模は南北約 2.0 ｍ、東西約 0.7 ～ 0.9 ｍである。主柱穴は４本柱で、南北・東西ともに柱

間は約 2.6 ｍと推定される。床面中央部で不整形の土坑（ＳＫ 43）を検出した。長軸約 145cm、

短軸約 120cm、深さ約 20cm である。床面外周部からは、幅約 60 ～ 15cm、深さ約 15cm の壁

溝を検出した。壁溝は連続しておらず、各辺の一部で検出した。

８－ＳＩ３
　８区南部で検出した不整円形の竪穴住居跡である。南端はＳＩ１に切られている。長軸約4.8ｍ、
短軸約 4.4ｍ、残存高約 18～ 26cmの規模である。主柱穴は４本柱と推定され、柱間は東西で約 2.6
ｍ、南北で約 2.4ｍである。床面中央部付近で中央土坑（ＳＫ 60）を検出した。長軸約 135cm、
短軸約 100cm、深さ約 25cmである。中央土坑の北側でも土坑（ＳＫ 61）を検出した。長軸約
95cm、短軸約 75cm、深さ約 17cmである。埋土は上下 2層に分層した。いずれの層にも炭を含
むが、特に下半の第２層は炭を非常に多く含んでおり、焼失住居跡と推定される。

８－ＳＩ４
　８区北西隅で検出した。北端を６次調査のＳＫ 40 として検出し、８次調査で南側の大半を竪

穴住居跡として検出した。円形ないしは多角形の竪穴住居跡である。住居跡上端と下端の一部に

直線的なラインが見られるため、多角形であったとすれば８角形であった可能性があると考えら
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172.8m
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＜ＳＩ３＞

１　黒褐色土（炭を少量含む）

　２　　〃　　（炭を非常に多量含む）

＜平安以降のピット埋土＞

Ａ　黒色土

＜弥生～古墳時代遺構埋土＞

Ｂ　黒褐色土

＜地山＞

Ｃ　にぶい黄褐色土

第 131 図　８区ＳＩ３（1/60）

れる。主柱穴は２本柱で、

柱間は約 2.9 ｍと推定さ

れる。調査区西壁の床面

中央付近で、2 段掘りの

中央土坑（ＳＩ４－ＳＫ

48）を検出した。南北約

115cm、東西約 55cm 以

上、深さ約 25cm である。

８－ＳＩ５
　同一場所での建て替え

が確認された竪穴住居跡

である。いずれも隅丸方

形の平面形状である。

　古段階の規模は南北・

東西ともに約 4.4 ｍ、残

存高約 20cm である。主

柱穴は４本柱で、南北・

東西ともに柱間は約 2.0

ｍと推定される。床面ほ

ぼ中央部より中央土坑（Ｓ

Ｋ 56）を検出した。長軸

約 100cm、短軸約 85cm、

深さ約 12cm である。土

坑の北東隅および北西隅

にはピット状の張出があ

る。床面外周部からは、

底幅約 5 ～ 15cm の連続

する壁溝が検出された。

埋土が淡褐色土（第４層）

の単一層であるのは、一

時期に人為的に埋められ

たためと考えられる。第

４層上面には、厚さ約２

～ 10cm のにぶい黄褐色

砂質土（第３層）があり、

新段階の床面となる貼床

が厚く構築されていたこ

とが確認できた。

　新段階の規模は南北約

5.3 ｍ、東西約 5.6 ｍ、残

存高約 35 ～ 40cm であ
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＜ＳＩ４＞

１　黒色土

２　黒褐色土

３　暗褐色土

４　黒褐色土

　（地山ブロックを少量含む）

＜平安以降のピット埋土＞

Ａ　黒色土

＜地山＞

Ｂ　明黄褐色砂質土

第 132 図　８区ＳＩ４（1/60）

る。主柱穴は４本柱で、南北・東西ともに柱間は約 2.2 ｍと推定される。床面ほぼ中央部より中

央土坑（ＳＫ 51）を検出した。トレンチの西側と東側で検出したが、トレンチによって一部の

形状が不明となってしまった。西側の残存規模は、南北約 95cm 以上、東西約 60cm 以上、深さ

約 16cm である。東側の残存規模は、南北・東西ともに約 55cm 以上、深さ約 14cm である。

８－ＳＩ８
　不整方形の竪穴住居跡である。ＳＩ８の大半は、ＳＩ６の西半に切られ、重なって検出した。

ＳＩ８の北東隅は、ＳＩ８の張出部の遺構等によって切られ、失われている。検出した規模は、

東西 4.2 ｍ、南北 4.5 ｍで、残存高約 20 ～ 25cm であった。主柱穴は４本柱と推定され、その

場合の柱間は東西で約 2.6 ｍとなるが、南北は西辺で約 2.7 ｍ、東辺で約 2.5 ｍとなる。床面の

北西隅で不整形の土坑（ＳＫ 58）を検出した。その規模は、長軸約 175cm、短軸約 115cm である。

北辺および北西隅を除く床面外周部からは壁溝を検出した。規模は底幅約 10 ～ 30cm である。

なお、壁溝はＳＩ８南辺の中央部では不連続となるが、この部分では不整形の土坑（ＳＫ 57）

を検出した。ＳＫ 57 は長軸約 125cm、短軸約 70cm である。

８－ＳＩ 10
　８区南辺で検出した方形の竪穴住居跡である。東西約 4.0 ｍ、南北 2.4 ｍ以上の規模で検出し、

残存高約 10 ～ 35cm であった。主柱穴は４本柱と推定され、そのうちの北辺２本を検出したと

思われる。その場合の柱間は約1.9ｍである。調査区壁際の床面中央やや東側で、不整形の土坑（Ｓ

Ｋ 64）を検出した。東西約 125cm 以上、南北約 50cm 以上の規模である。土坑内では被熱した

台石を検出した。土坑北西部には約 30 × 15cm の張出部がある。その周囲では、約 10 ～ 15cm

の範囲が焼けた焼土を 3ヶ所検出した。



第 133 図　８区ＳＩ５（1/60）
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＜ＳＩ５＞

　１　黒褐色土

　　（１～２cm程度の石を多く含む）

　２　　〃

　３　にぶい黄褐色砂質土

　４　黒褐色土

　　（１・２層よりやや暗く、

　　３層ブロックを少量含む）

　５　にぶい赤褐色土【焼土】

＜平安以降のピット埋土＞

　Ａ　黒色土

＜地山＞

　Ｂ　にぶい黄褐色砂質土



第 134 図　８区ＳＩ８（1/60）

土層断面は８区ＳＩ６を参照

２．ＳＫ
８－ＳＫ 49

　土器棺墓である。２個体の単純口縁甕が合わせ口の

状態で検出した。合わせ口の直下には底部破片がおか

れていた。

３．ＳＢ・ＳＰ
　弥生時代後期～古墳時代前期の遺物が出土したピッ

トを主として検討し、ＳＢ１・２の掘立柱建物跡を復

元案として示す。（第 15 表参照）

１ ２ ３

１ ２
３

１１

１ ２

Ａ Ｂ
Ｃ

Ａ
Ｂ

Ｃ

Ｃ
Ｂ

172.8m

17
2.
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＜ＳＩ10＞

１　黒褐色土

２　　〃　　

（１・３層より明るい）

　３　　〃　　

＜平安以降のピット埋土＞

Ａ　黒色土

＜弥生～古墳時代包含層＞

Ｂ　黒褐色土

（１層よりやや明るい）

＜地山＞

Ｃ　灰黄褐色土

第 135 図　８区ＳＩ 10（1/60）

第 136 図　８区ＳＫ 49（1/40）

173.0m



第 137 図　８区ＳＩ１出土遺物（1/4）

(S=1:4)
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第 138 図　８区ＳＩ２出土遺物（1/4）

(S=1:4)
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第 3 節　弥生時代後期～古墳時代前期の
遺物
８－ＳＩ１

　第 137 図１は複合口縁甕。２・３は単純口縁

甕で、２の口唇部は肥厚し、１条の凹線が施文

される。４は上げ底状の底部、５は鉄製の刀子

である。

８－ＳＩ２

　第 138 図１は複合口縁甕、２は袋状口縁甕、

３は単純口縁甕、４は鉢、５は高坏の脚部、6

は鉄製の刀子である。

８－ＳＩ３

　第 139 図１・２は単純口縁甕、３は鉄製の刀

子である。第 140 図４は台石である。上面中央

部を主として、上面外周部も環状に被熱する。

また、上面中央部の外縁にはＵ字形に炭化物が

付着している。

第 140 図　８区ＳＩ３出土遺物②（1/8）

４

第 139 図　８区ＳＩ３出土遺物①（1/4）



第 142 図　８区ＳＩ４出土遺物②（1/8）

８

第 141 図　８区ＳＩ４出土遺物①（1/4）

第 143 図　８区ＳＩ５（古）出土遺物（1/4）

1

2 3

第 144 図　８区ＳＩ５（新）出土遺物（1/4、1/8）

10

８－ＳＩ４

　第 141 図１～４は単純口縁甕、５はやや上げ底状の底部、６は石製紡錘車である。７は鉄製釶で、

これのみＳＩ４北端埋土出土で６区取上遺物である。第 142 図８は台石である。上下両面の大半

が被熱し、とくに各面中心部が顕著である。側面には明瞭な被熱が見られない。この台石につい

ては、上下が裏返されて利用されたと推定される。



第 145 図　８区ＳＩ８出土遺物（１～５：1/4、６：1/8）
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８－ＳＩ５

　第 143 図はＳＩ５古段階に伴う出土遺物である。１・２は単純口縁甕で、口唇部に面を有する。

３は鉄製刀子の茎と推定される。第 144 図はＳＩ５新段階に伴う出土遺物である。４・５は複合

口縁甕、６は袋状口縁甕、７は単純口縁甕で口唇部は舌状となる。８は高坏、９は鉄鏃、10 は

石皿の一部で、図面中の下面には擦痕がある。

８－ＳＩ８

　第 145 図１は複合口縁甕、２・３は単純口縁甕、４は碗、５は鉄鏃。

８－ＳＩ 10

　第 146 図１～４は単純口縁甕、５・６は壷で突帯を有するもの。７は底部。第 147 図８は台石。

上下両面の大半が被熱し、各面の中央部が顕著である。側面には明瞭な被熱は見られない。

８－ＳＫ 49

　第 148 図１は単純口縁甕、２は底部。

８－ＳＫ 59

　第 149 図１は複合口縁の下に突帯が付き、器台または高坏の坏部かと推定される。２は鉢の体

部かと推定され、刻目突帯が付く。なお、平安時代以降の土師器坏も出土したが、取上げミスの

可能性もあるため図示していない。

　



第 148 図　８区ＳＫ 49 出土遺物（1/4）

第 146 図　８区ＳＩ 10 出土遺物①（1/4）

(S=1:4)
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第 147 図　８区ＳＩ 10 出土遺物②（1/8）

８

第 149 図　８区ＳＫ 59 出土遺物（1/4）



第 4節　古墳時代後期以降の遺構
１．ＳＩ
８－ＳＩ６
　不整方形の竪穴住居跡である。当初の検出では、ＳＩ８のみとしての検出であり、トレンチ調

査時においてもＳＩ６・８の土色差がほとんどなく、ＳＩ８として発掘調査していた。調査の進

展に伴って、２時期の遺物があることが明らかとなり、再検出をおこなった結果、ＳＩ８の東側

に広がるＳＩ６の東半を検出するに至った。最終的に、ＳＩ６の西半はＳＩ８を切り、ＳＩ８と

ほぼ同じ場所で検出したこととなった。このため、ＳＩ６南西部の大半は推定となってしまった

ことをお断りしておきたい。

第 150 図　８区ＳＩ６（1/60）
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＜ＳＩ６＞

１　黒褐色土（１cm以下の石

をほとんど含まず）

２　にぶい黄褐色砂質土

５　黒色土

６　黒褐色土（地山ブロックを

多く含む。焼土を少量含む）

７　にぶい赤褐色土＜焼土＞

８　黒褐色土

＜ＳＩ８＞

３　黒褐色土（１cm以下の石

を多く含む）

（南端付近は北側に比べ、１cm

以下の石を多く含み、やや明る

い）

４　灰黄褐色土（地山ブロック

を多く含む）

（西端は暗褐色土に近い）

９　黒褐色土（地山ブロックを

多く含む）

＜平安以降のピット埋土＞

Ａ　黒色土

＜地山＞

Ｂ　にぶい黄褐色砂礫



第 152 図　８区ＳＩ９（1/60）

173.0m

第 151 図　８区ＳＩ７（1/60）

173.0m

検出した北西隅部と南東隅部か

ら推定される規模は、東西 5.85

ｍ、南北 4.2 ｍで、残存高約 10 ～

15cm であった。北辺中央部には幅

125cm 以上、長さ約 65cm の張出

部がある。張出部には焼土があり、

竈があったと推定される。床面の一

部には、にぶい黄褐色砂質土（第２

層）があることをトレンチで確認し

ており、この層がＳＩ６・８埋土を

分ける手がかりの一つとなった。主

柱穴は４本柱と推定され、その場合

の柱間は南北で約 2.5 ｍ、東西で約

2.4 ｍとなる。なお、南西隅の主柱

穴については床面では検出できてい

ないが、平安時代後半期以降の遺物

が出土したピットが、ＳＩ６の主柱

穴の場所に重なって掘られたため検

出不能であったとみなして推定した

ピットを復元に用いている。

８－ＳＩ７
　不整方形の竪穴住居跡状遺構であ

る。南北約 3.7 ｍ、東西約 3.0 ｍで

ある。南辺以外の 3 辺では、幅約

５～ 65cm のテラス状の段を検出し

た。テラス状の段を除いた主たる床

面は、南北約 2.35 ｍ、東西約 1.6

ｍの規模である。主柱穴は２本柱で、

柱間は約 1.9 ｍと推定される。

８－ＳＩ９
　８区北東隅で検出した。８区のこ

の場所で古代遺物がまとまって出土

したため、慎重に精査したところ竪

穴住居跡の南半を検出した。北半は

６区の範囲であるが、残存状況が浅

かったこともあり竪穴住居跡として

確認できていない。今回の平面図で

は、６区で平面検出したピットのう

ち確実に新しい平安時代後半期以降

の土師器が出土したピットのみを除

いて図示した。よって、無遺物ピッ



トや、弥生土器出土ピットも住居跡を構成していた可能性のあるピットとして図示したことにな

ることをお断りしておく。

残存していた南半の形状からは方形の竪穴住居跡であったと考えられる。残存規模は、南北 3.1

ｍ以上、東西 4.55 ｍ以上であった。主柱穴は２本柱で、柱間は約 3.0 ｍと推定される。床面南

半と推定される西側と東側で土坑（ＳＫ 54・55）を検出した。ＳＫ 54 は、南北約 170cm、東

西約 110cm ２段掘りである。ＳＫ 55 は南北約 125cm、東西約 165cm である。

第 154 図　８区ＳＫ 19（1/40）
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第 153 図　８区ＳＫ８（1/40）
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172.8m １　黒褐色土

２　　〃　　（地山ブロック 13層を少量含む）

３　　〃　　（焼土粒を多く含む）

４　黒色土（多量の石が北半を中心に含まれる）

（鉄塊系遺物が含まれる）

５　地山 14層ブロック

６　炭

７　黒褐色土（地山ブロック 13層を少量含む）

８　炭

９　黒褐色土

10　炭

11　地山 14層ブロック

12　黒色土

13　灰黄褐色砂質土＜地山＞

14　にぶい黄色砂質土＜地山＞



２．ＳＫ
８－ＳＫ８
　長軸約 1.2 ｍ、短軸約 1.05 ｍ、深さ約 75cm の不整円形の土坑である。埋土中位の第４層付

近には石を多く含む。石の一つには砥石がある。埋土の基本は黒色・黒褐色系土に地山掘削土が

互層状に堆積しており、所々に炭層をはさんでいた。第３層には焼土粒を多く含む特徴があった。

第 155 図　８区ＳＫ 20（1/40）
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第１・２層下面 第５層下面

第７層下面 第 12 層下面

１　焼土混じり土

２　黒褐色土

３　にぶい黄褐色砂質土

４　黒褐色土

５　　〃　　（焼土を非常に多く含む）

６　　〃　　（焼土はほとんど含まず）

７　　〃　　（焼土を非常に多く含む）

８　灰黄色砂質土

９　灰黄色粘土

10　黒褐色土

11　灰黄色砂質土

12　黒褐色土

       （焼土を少量含む。炭を多量含む。）

13　灰黄色粘土

Ａ　黒褐色土＜平安以降のピット埋土＞

Ｂ　暗褐色砂質土＜地山＞



８－ＳＫ 19
　長軸約 3.8 ｍ、短軸約 1.3 ～ 1.6 ｍ、深さ約 55cm の不整長方形の土坑である。長軸はほぼ南

北である。埋土中には石を非常に多く含み、その一部は焼石であった。また、所々に焼土ブロッ

クも検出された。

８－ＳＫ 20
　長軸約 2.25 ｍ、短軸約 1.8 ｍの不整円形の土坑である。2段掘りになっており、南半の上段は

深さ約35cm、北半の下段は深さ約85cmである。遺構検出面で焼土混じり土（第１層）を検出した。

埋土は全てを明確に分層することはできなかったが、部分的に焼土を非常に多く含む層（第５・

７層）がレンズ状に２枚入っていることを確認した。これらの焼土を含んだ層の下層には、いず

れも黄色系の砂質土が確認できた。この堆積状況から、12 層下面（掘削時）、第 7層下面、第 5

層下面、第１・２層下面（検出面付近）の 4段階の過程を経てＳＫ 20 は埋まったと考えられる。

８－ＳＫ 21
　長軸約 2.4 ｍ、短軸約 1.0 ～ 1.5 ｍ、深さ約 30 ～ 45cm の不整長方形の土坑である。長軸は

ほぼ南北である。埋土は基本的に黒褐色土である。土坑上面付近で炭を非常に多く含んだ層と焼

土層を検出している。なお、土坑北東半は、４Ｂ区の西壁沿いで検出した４Ｂ－ＳＫ２であり、

土坑南西半は８区東壁沿いで検出した８－ＳＫ 21 である。これらを合成して図示した。

８－ＳＫ 23
　長軸約2.4ｍ、短軸約1.75ｍ、深さ約60cmの不整楕円形の土坑である。長軸は東西方向である。

西辺、南辺には浅い段がある。埋土は基本的に黒褐色土である。埋土下部には石を多く含む。埋

土上部の第 3層はにぶい黄橙色砂質土を多く含み、その上層である第 2層は焼土を多く含んだ皿

第 156 図　８区ＳＫ 21（1/40）
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１　黒褐色土（炭を非常に多く含む）

２　にぶい赤褐色土＜焼土＞

３　黒褐色土（炭を少し含む）

４　　〃　　（３層より暗い。炭を少し含む。）

Ａ　暗褐色土＜弥生～古墳時代包含層か＞

Ｂ　にぶい黄褐色砂質土＜地山＞

Ｂ’ にぶい黄褐色砂礫＜地山＞



第 157 図　８区ＳＫ 23（1/40）
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第１～３層

第４層

第５～７層

１　黒褐色土

２　　〃　　（焼土を多く含む）

３　　〃　　

（にぶい黄橙色砂質土を多く含み、一部拳大のブロック状となる）

４　黒褐色土

５　　〃　　（焼土を少量含む）

６　　〃　　

（４層よりやや暗い。１cm程度の石をあまり含まず）

７　黒褐色土（８層地山ブロックを多く含む）

８　褐色砂質土＜地山＞

※地山以外のいずれの層にも炭を含む

底状の堆積をしている。これ

ら土層図のみからの推定であ

るが、土坑上部には炉跡があ

り、下部は炉の地形であった

可能性が考えられる。

８－ＳＫ 33
　長軸約 0.8 ｍ、短軸約 0.75

ｍ、深さ約 35cm の不整方形

の土坑である。埋土は黒褐色

土で、第 1層には炭を多く含

んでいた。埋土上部からは、

少量の石とともに土師器、土

錘が出土した。

８－ＳＫ 45
　長軸約 3.15 ｍ以上、短軸

約 1.7 ｍ、深さ約 20cm の不

整楕円形と推定される土坑で

ある。土坑の西半から列石を

検出した。当初、８－ＳＩ６

の竈と考えて調査したため、

ＳＫ 45 西半の遺構ラインが

つかむことができていない。

ＳＫ 45 の埋土中から平安時

代後半以降の土師器が出土し

ており、出土遺物および遺構

の切り合いから、ＳＫ 45 は

ＳＩ６より後出の遺構と考え

られる。なお、最終的にＳＩ

６の竈はＳＫ 45 の北西側で

検出した。

８－ＳＫ 50
　長軸約 0.9 ｍ以上、短軸約

0.35 ｍ、深さ約 30cm の土

坑である。埋土上部は焼土を

多く含んだ土が皿状に堆積し

ていた。

３．ＳＢ・ＳＰ
　多くのピットを検出し、掘

立柱建物跡の復元案を第 15

表に示す。
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８－ＳＫ50

173.1m

１　黒褐色土

２　　〃　　

　　（焼土を多く含む）

３　褐灰色土

４　明黄褐色砂質土

第 159 図　８区ＳＫ 50（1/40）

ＳＢ５
　桁行３間×梁間３間以上の掘立柱建物跡である。規模は桁行約 10.1 ｍ×梁間約 7.6 ｍ以上で、

面積は約 76.8㎡以上となる。ＳＰ 191 より土師器坏と鉄鈴が出土した。ＳＢ６・７が同じ主軸

であり、同一時期と推定される。

ＳＢ８
　桁行４間×梁間３間の掘立柱建物跡である。規模は桁行約 9.7 ｍ×梁間約 8.5 ｍで、面積は約

82.5㎡以上となる。

８－ＳＫ45

173.0m

8-SI8　3層

第 158 図　８区ＳＫ 33・45（1/40）
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１　黒褐色土（炭を多く含む。２・３層

に比べ暗い）

２　黒褐色土（１cm以下の石を多く含む。

１・３’ 層に比べ明るい）

３　黒褐色土（１・３’ 層に比べ明るい）

３’ 黒褐色土（２・３層に比べ暗い）

４　にぶい黄褐色砂質土＜地山＞



第 160 図　８区ＳＢ５・８（1/80）
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第５節　古墳時代後期以降の遺物
８－ＳＩ６

　第 161 図１～６は土師器の坏である。５のみ胎土が緻密で灰白色であるのに対し、その他の胎

土は砂粒を含み、橙色ないしは褐色を呈している。７・８は須恵器の坏身である。９は土師器の

甕で、口唇部には刻目状の凹凸がある。第 161 図は砥石である。

８－ＳＩ７

　第 162 図１～４は須恵器である。１・２は坏蓋でいずれも扁平な宝珠つまみが付く。３・４は

坏身である。５は土師器の甕。６は鉄製の化粧金具、７は銅製の鋲状の金具。８は鞴の羽口、９

は椀形鍛冶滓。第 163 図 10 は石皿状の台石かと推定される。11 は割面以外のほぼ全面が被熱

しており、金床石かと推定される。なお、発掘時に平安時代以降の土師器坏（第 168 図４）も出
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第 162 図　８区ＳＩ７出土遺物①（1/4、1/2）

第 163 図　８区ＳＩ７出土遺物②（1/8）
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第 161 図　８区ＳＩ６出土遺物（1/4）
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土し、現地ではＳＩ７として取上げたが、後世の遺構検出見落としの可能性が高く、別掲載とした。

８－ＳＩ９

　第 164 図１・２は土師器で、１は甕、２は底部。３・４は須恵器で、３は蓋、４は短頸壷。５

は鉄鏃。

８－ＳＫ

　第 165・166 図は平安時代後半以降の土坑内遺物であるが、そのうち第 166 図は同じ遺構内

から出土した石製品を別図で掲載している。土師器の坏・皿が主として出土しており、以下そ

の他の特記遺物についてのみ説明を加える。６は厚手の不明鉄器で、鋳造品の蓋である可能性が

ある。９は鉄鍋。18 は土師器の耳皿であり、底部には板目状圧痕が見られる。26 は須恵器壷。

27・28 は須恵器転用硯で、いずれも内面が磨滅し墨痕がある。27 は甕体部の転用、28 は壷体

部の転用である。36 は鉄製刀子、37 は不明鉄器。56 は須恵器転用硯で内面が磨滅し墨痕がある。

甕体部の転用。57 は鉄製釶。

　第 166 図 61 はＳＫ８出土の砥石で、小口面・割面以外の４面に擦痕がある。62・63 はＳＫ

19出土の石製品である。62は石皿状の台石かと推定され、63は割面以外の全面が被熱しており、

金床石かと推定される。64 はＳＫ 38 出土。２面に擦痕と被熱痕があり、砥石かと推定される。

８－ＳＰ
　第 167 図は平安時代後半以降の土師器の坏・皿が主として出土するピット内遺物であり、その

他の特記遺物を以下に記す。１は白磁の合子。４は半球形の鉄器で、X線写真で溝があったこと

から、鈴の下半部ではないかと考えらえる。９は大型の鉄塊系遺物。分析を実施した。13 は鉄

製の火打鎌。

第６節　８区包含層出土遺物
　第 168 図 1 は弥生時代前期の壷体部で木葉文が施文される。２は弥生土器の底部。３は須恵

器坏蓋で転用硯。内面に墨痕がある。４は、ほぼ完全に復元できた土師器坏。底部は平高台となる。

５は青磁碗で細線蓮弁がある。６は鞴の羽口である。
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第 167 図　８区ＳＰ出土遺物（1/4）
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第 10 章　まとめ
　大蔭遺跡は、縄文時代から中世にいたる複合遺跡である。

　調査区は大きく西側の１区と、東側の２・４Ａ・４Ｂ・６・７・８区に分かれる。西側調査区
では主に、縄文時代後期後半から晩期前半および中世の集落跡を検出した。東側調査区では主に、
縄文時代晩期後半から弥生時代初頭の集落跡、弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡、古墳時
代後期以降、中世前半期までの集落跡を発見した。
　縄文時代後期後半から晩期前半の集落跡である１区では、竪穴住居跡等の遺構を発見した。こ
れらの遺構内から出土した遺物は一括資料として重要である。過去に１区南側の水田で同時期の
遺物が採取されており、地形等も勘案すると今回の調査区は集落の縁辺部であり、集落の大半は
１区南側の段丘上に存在していると推定される。また、特記遺物として、石棒や水銀朱の付着し
た縄文土器、赤色顔料の可能性のある遺物なども出土した。
　２区東端で出土した縄文時代晩期後半から弥生時代初頭の集落跡は、比較的低地にあって他の
時代の集落とは立地条件を異にしている。出土遺物には縄文後期のものが少量含まれるが比較的
まとまっていた。縄文土器の突帯文土器と弥生土器のいわゆる段甕が共伴し、弥生時代前期初頭
までに限定される遺物群は重要な資料となった。また、これらの土器に伴う石器も一定量出土し
ており、大陸系石器が出土しておらず、縄文系の石器で構成されている可能性が高いことも確認
できた。
　弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡は、主として河岸段丘上に立地しており、河岸段丘の
縁辺部には溝を巡らせていた時期があったことが明らかとなった。多くの竪穴住居跡から出土し
た遺物は一括資料として重要である。その他、特記遺物として弥生時代後期の石製紡錘車がある。
製品とともに未製品が出土しており、この集落で生産されていた可能性が高いことが明らかと
なった。使用石材は津和野地域で「玄

げんひょう

表石」と呼ばれている比較的軟質の角閃石安山岩で、大蔭
遺跡の背後の山などを構成する、遺跡周辺でも採取可能な石材である。この石材は中世以降には
石臼・石塔・墓石などの石製品の材料として使用されている石材であるが、すでに弥生時代後期
に加工された製品として使用がはじまっていたと推定される。なお、同石材は大蔭遺跡の縄文時
代石器の一部においても使用が認められるが、磨石類・石皿類など自然礫面を生かした礫石器が
主体である。大蔭遺跡の近隣では、同様の角閃石安山岩を利用した石製紡錘車の生産遺跡として、
山口県周南市鹿野町の小谷遺跡がある。小谷遺跡は弥生時代中期後半から後期前半に位置づけら
れており、大蔭遺跡よりは古い時期である。
　古墳時代後期以降、中世前半期までの集落跡では、鍛冶関連遺構・遺物が多く発見された。時
期は幅があり、７Ｃ後半以降から中世前半期にいたるまでの遺構がある。各調査区からは、焼土
や粘土を伴った遺構が比較的多く検出され、鍛冶炉の基底部と推定される。特に８区ＳＩ７は、
一般的な竪穴住居跡とは異なる小型の竪穴住居状の遺構である。この遺構からは、分析試料のほ
かにも鍛冶滓・鉄塊系遺物・羽口片・羽口先溶解物など鍛冶関連遺物が比較的まとまって出土し
ている。鍛冶炉は検出されなかったが、鍛冶関連の作業場の一部であったと推定される。８区か
らは平安時代後半期以降の大型の土坑が多数検出された。これらの土坑は、埋土上部を中心にし
て焼土・粘土が見られたことから、単なる廃棄土坑ではなく鍛冶炉の大型の地下構造ではないか
と推定される。埋土中からは一定量の鍛冶関連遺物が出土した。また、平滑な礫面となった被熱
痕のある割石が多く埋土中に混じっており、鍛冶に伴って廃棄された金床石が地下構造物の一部
として再利用されたものかと推定される。
　鍛冶関連遺物としては、鉄塊系遺物、椀形鍛冶滓、流動滓、羽口先溶解物、羽口などが出土し
ている。いずれの遺物も量的には、同町内の大婦け遺跡ほど大量ではないが、鉄塊系遺物あるい
は含鉄遺物の比率が高い傾向にあると思われる。特に８区 SP509 から出土した鉄塊系遺物は分
析の結果から、非常に大型で良質の鍛冶原料鉄であったことが明らかとなり、これらの鉄塊系遺



物を用いて鍛冶が行なわれていたと考えられる。その他、鍋・釶・鏃・刀子・釘・鋤先・火打鎌・
紡錘車などの鉄器が比較的多く出土し、砥石も出土している。
　その他特記遺物として、墨痕があり転用硯と推定される須恵器や円面硯の可能性のある須恵器
片などが出土した。ただし時期については、6区 P1304 出土の須恵器高坏の６Ｃ後半～７Ｃ前半
頃から、８区ＳＫ 23 出土遺物の 12 Ｃ頃までの長期にわたる幅がある。
　今回、極めて不十分ながら、ごく一部の掘立柱建物のみを図示するに留まっているが、その中
でも大型の掘方と柱痕を有する２棟の掘立柱建物跡が注目される。１棟は４Ｂ区のＳＢ１で桁
行２間以上、梁間２間の規模である。直径約 110 ｃｍ前後の円形の掘方を有しており、直径約
35cm前後の柱痕が検出された。SP225の柱痕下部から８世紀前半頃の須恵器蓋が出土しており、
この時期以降に廃絶した建物と推定される。もう１棟は２区のＳＢ１で桁行４間、梁間２間の規
模である。出土遺物から平安時代中頃以降と推定される。
縄文～弥生時代の剥片石器石材について
　時期がある程度限定可能な遺構や包含層を中心として、縄文時代から弥生時代にかけての小型
剥片石器利用石材のカウントをおこなった。小型の剥片石器には一覧表に示した以外に頁岩も用
いられているが、比較的大型の石器である打製石斧にも頁岩は用いられており、剥片となった両
者を明確に分類することが困難であったため、今回の集計では除外することとした。
　縄文時代後期後半～晩期前半が主要な時期となる１区では、重量比でサヌカイト類が約 67％、
黒曜石（姫島）が約 31％、チャートが約１％、黒曜石（黒色）が約 0.5％、その他として水晶が
約 0.1％であった。縄文時代晩期後半～弥生時代初頭が主要な時期となる２区東端・４Ａ区では、
重量比でサヌカイト類が約 92％、黒曜石（姫島）が約７％、チャートが約１％であった。この
地点においては縄文時代後期後半頃の土器も少量出土していることから、同時期の石器も含まれ
ている可能性はあるものの、概ねの傾向はつかむことができよう。弥生時代後期が主要な時期と
なる２区・６区では、重量比でサヌカイト類が約 83％、黒曜石（姫島）が約 14％、チャートが
約３％であった。
　これらを見ると、いずれの時期もサヌカイト類が主体を占めていることが明らかである。時期
的なおおまかな傾向としては、縄文時代後期後半～晩期前半には、他の時期とは異なり黒曜石（姫
島）が３割近い比率で含まれ、黒曜石（黒色）もわずかながら含まれることが特徴であり、相対
的にサヌカイト類が約６～７割の比率となっている。縄文時代晩期後半～弥生時代初頭になると、
黒曜石（黒色）が出土しておらず、黒曜石（姫島）の比率も約１割以下に下がるとともに、相対
的にサヌカイト類が約９割の比率に上がっている。弥生時代後期については、資料母数が少ない
ため断言はできないが前代からの比率に近く、一方で鉄器保有が見られることも特徴的である。
　黒曜石（黒色）については非破壊分析であるため、全ての出土遺物を分析対象とした。試料番
号Ｋ１～７はおよそ縄文時代後期後半から晩期前半と考えられる１区出土遺物であり、分析の結
果７点のうち、６点（約 86％）が西北九州地域産、１点（約 14％）が隠岐地域産であった。一方、
試料番号Ｋ８～ 14 は２・６・８区包含層出土遺物である。土器など他の出土遺物の状況からす
ると、縄文時代後晩期の混入遺物の可能性が皆無ではないが、弥生時代後期を主とした時期が推
定される。分析の結果７点のうち、２点（29％）が西北九州地域産、5点（71％）が隠岐地域産
であった。試料母数が少ないものの、時期によって搬入される主要な産地が異なる傾向がうかが
える。
　サヌカイト類については破壊分析であるため、時期の限定できる遺構内遺物・良好な包含層遺
物を優先して、肉眼観察によって特徴のバランスをとりながら抽出した一部の遺物を分析対象と
した。試料番号Ａ１～ 22 は１区出土で主に縄文時代後期後半から晩期前半、Ａ 23 ～ 37 は２区
東端・４Ａ区出土で縄文時代晩期後半から弥生時代前期初頭、Ａ 38 ～ 42 は２・６区出土で弥
生時代後期である。いずれの時期についても金山地域産と冠地域産が含まれているが、前者は縄
文時代後晩期から弥生時代後期まで約３～６割と比較的一定量含まれているのに対し、後者は縄



第 38 表　出土鉱滓類一覧

文時代後晩期には約１割以下で、縄文時代晩期後半以降に約４割という結果であり、時期によっ
てやや異なる傾向が現れた。また、縄文時代後期後半～晩期前半および縄文時代晩期後半～弥生
時代初頭では、産地不明の石材が約２～３割含まれていることが明らかとなった。この産地不明
の石材の中には山口市小郡町の長谷遺跡出土遺物と同様の石材も含まれており、未確認のサヌカ
イト類の産地が存在する可能性が高く注目される。
　※ 紙幅の都合により参考文献等は割愛した。

第 37 表　剥片石器石材一覧



第 11 章　考察
大蔭遺跡２・4A区出土の縄文・弥生土器について

　中村　友博（山口大学人文学部）

１．出土土器

　２区イ～０グリッドおよび 4A 区からは、小破片を含めると約 50 個体ほどの土器が出土した。

　この報告は出土直後に中村が土器を実測し、そのファイルをもとに宮田が実物と対照し図面を

修正したものである。その結果、大勢に異同はないが、予報（宮田健一「島根県津和野町の縄文

遺跡の調査成果」『縄文後晩期の西部瀬戸内地方』第 18 回中四国縄文研究会、2007 年）とはわ

ずかに図面の違いがある。

　時期の判定できる土器は、ほとんどが縄文時代晩期終末の刻目突帯文土器群と弥生時代前期初

頭の土器である。ごく少量、別の時代と時期の小破片が混在しているが、遺物の包含層である６

～８層は、したがってきわめて短期間に堆積、埋没した遺物包含層である。しかし下層から晩期

の刻目突帯文土器、上層から弥生前期土器という層位的な出方をしておらず、出土状況は刻目突

帯文土器と前期弥生土器が混然一体となっていた。

　出土した土器の口縁部と底部は、すべて第 38 図～第 41 図、および第 69 ～ 70 図に示した。

2種の土器、つまり刻目突帯文土器の 1群と前期弥生土器の量比は、口縁部の概数でいえば、縄

文晩期７対弥生前期３である。底部の量比は、縄文晩期９に対して弥生前期 4である。これから

見ると縄文晩期の土器ほうが倍以上弥生土器よりも多いが、破片の残りがよいのは前期弥生土器

の甕形土器である。

　

２．刻目突帯文土器の１群

　刻目突帯文土器と同時期の土器の組み合わせを指す。この遺跡の刻目突帯文土器の特長は、刻

目が大きいことにある。刻目が大きいことは、通例、突帯も太いということであって、これが顕

著な第 1の特長である。第 2の特長は、口縁の端部の断面を丸く仕上げ、平らに面取をしないこ

とである。ただし例外が１例（第 39 図 19）あって、狭い口縁端部に刻目を装飾する。これは刻

目突帯文土器であっても先行する古い型式で、器壁の薄い特長と併せて、山口県防府市の奥正権

寺遺跡（山口県教育委員会『奥正権寺遺跡』Ⅰ、1984 年）から出土した刻目突帯文土器と類似する。

ほかの器壁は、刻目突帯文土器としては厚手のほうである。

　器形について、口縁部の外形は外反あるいは直口するものが圧倒的に多く、内湾するもの（第

39 図 28）はごく稀である。この内湾口縁の端部は面取せず、線状に尖っており、頸部に焼成後

の両面穿孔による小円形の穴がある。大きさの特長については、復元できる量が少ないために、

はっきりと断定できない。大きさの部類では中型であろう 1例（第 38 図３）は、胴の下部が急

激にすぼみ底部に移行する。このように下胴が急激に収約する形態の深鉢は、山陰地方の刻目突

帯文土器の特長であって、出雲地方や伯耆地方に多数の類例があり、倉吉市イキス遺跡（倉吉市

教育委員会『北面遺跡群イキス遺跡発掘調査報告書』1989 年）のように弥生時代になっても継

続する。こうした器形の地域性から見れば、この遺跡の刻目突帯文土器は、九州地方のように内

傾する口縁部がないことも特徴的である。いっぽう山口県の日本海沿岸には内傾する口縁部を

もった刻目突帯文深鉢があるから、そのあたりが九州系の刻目突帯文深鉢の分布の北限にあたる。



　刻目には二枚貝の脈肋の圧痕はなく、平坦な篦状工具を斜めに当てた陰刻によるものである。

平面形は逆向きのＤ字形に近く、断面は向かって右側が深く、左側に浅く傾斜する。まれに縦方

向にノッチに近い I 字形平面の狭い刻目がある（第 39 図 24）。

　突帯の条数は、口縁部に１条のみの可能性が高く、頸部ではないかと思われる破片（第 39 図

32）が１例あるにはあるが、口縁が欠損した破片とも見える。

　精製の鉢　　小型の土器で、半球状の器形と胴部が屈折する器形がある。半球状の鉢は、口縁部

を平らに広く面取する（第 39図９）。この手法は他の縄文土器にないので、弥生土器と見なすほ

うがよいかも知れない。内外両面とも研磨する丁寧な作りであるが、口縁部には煤が付着する。

　胴部が屈折する鉢には、頸胴部の境界で１回だけ屈折するもの（第 39図３、４）と口頸部でも

う１回、２度屈折するものがある。後者は上胴部に篦描きの斜線を装飾する（第39図５）。そのほか、

半球形よりも胴部が浅い、椀状の小型鉢があって、この例は通則のように口縁の断面を丸く仕上げ

る（第 39図 13）。

　精製浅鉢　浅鉢は精製品であって、器壁が薄造りである。口縁部が大きく拡がる種類と短く立ち

上がる器形がある。口縁部が拡がる器形は、ひくい山形ないし波状口縁となって、端部の内面側の

角に小さな刻目を装飾する（第 39図６）。この器形は胴部との連結が稜をなすが、その境界線に

も小さい刻目を付設するものがある（第 39図７）。口縁が山形になるものには、外周に刻目突帯

文を装飾し、深鉢ではなく、浅鉢となる１例（第 39図 10）がある。

　破片が小さいので、器形の正しい復元ができないが、口縁部に刻目を付設するもの（第 39 図

18）や外周に突帯を貼るもの（第 39図 16）は、口縁部が拡がるタイプであろう。口縁部の内面

が段差をなすもの（第 39図 15）、内面が肥厚するもの（第 39図 23）などは、どの程度口縁部が

拡がるのか、よくわからない。口縁の端部を細く丸く仕上げた小形品（第 39図 17）はあまり口

縁が拡がらない浅鉢であろう。

　口縁部が短い精製浅鉢は、胴部が屈折して内湾する頸部と連結する（第 39図８、12）。わかり

やすくいえば、夜臼式の屈折浅鉢の頸部の外形が曲線化したもので、口縁の端部も面取せずに、丸

く仕上げる特長がある。

　そのほか、精製浅鉢には口縁部が鍵形に２回屈折する波状のもの（第 39図 14）があって、お

そらく第 39図 19のような古式の刻目突帯文土器に伴ったものと見られる。

　粗製土器　粗製土器の口縁部が７点ある。数が少ないのは、刻目突帯文土器を除外して記述した

からである。全体に刻目突帯文土器よりも器壁が薄く、口縁の立ち上がりも垂直気味で、大きさも

中型の砲弾形の深鉢形土器となるであろう。口縁端部はせまく面取するものと刻目突帯文深鉢の口

縁部と同様に丸く仕上げるものとは、半々である。外面の調整は撫で仕上げであるが、条痕を横方

向に付設するものが１例（第 39図 34）ある。

　小形の粗製土器の口縁部は２例（第 39図 38、39）で、そのうち椀状の１例（第 39図 39）は

手づくねのように内壁に指による凹凸が顕著である。

　後期の土器　磨消縄文を装飾する後期中葉の小破片（第１図１、２）で、同一個体の可能性があ

る。縄文は巻貝による擬似縄文である。包含層から混入した遺物であろう。

　

３．前期弥生土器の１群

　壺形土器、甕形土器、鉢形土器の３種がある。

　壺形土器　　壺形土器の口縁部の破片は少なく、中型品のやや小さい部類のものが出土した。外

反する端部を丸く仕上げ、研磨して調整する。１片には下地の刷毛目痕が残る（第 38図４）。薄



手の壺の口縁部で端部は残っていないが、内湾する頸部の上縁に浅い段差が残るものがある（第

40図７）。

　胴部は大きい破片では、頸部との境界に段差が残るが、小さい破片では箆ないし貝殻による線描

き紋だけが残る。逐次述べれば、第 40図２は段差のみ、３は段差の下に横の区画線が１条、４は

段差の下に横の区画線を引き、その下に連弧文、５は斜線帯文、６は複数の横線文、８は羽状文の

上がおそらく梯子状の沈線、９は山形紋ないし連弧文、10は山形文ないし連弧文である。

　甕形土器　甕形土器は口縁部に破片の大きなものがあって、全形が推測できるものがある（第

38図 10～ 13）。ただし胴部は接合しない破片が多く、図上による復元である。

この遺跡の甕形土器で重要なことは、すべて頸部に段差を付設する事実である。頸部の段差は

上が高く、下に低いが、刻目を附加するものとそうでないものとの２種類がある。刻目のないもの

は段差が高く（第 38図７、10）、刻目を附加するものは段が低い。刻目は縦方向の短いノッチで、

方向は斜行するばあいもある。間隔は密接である。

　口縁はみじかく外反し、端部を面取して必ず刻目を付設する。刻目は口端面に付設するものと下

端の角に付設するものとがある。板付Ⅰ式と共通する特長である口端面に付設したものは数が少な

い（第 38図 10、第 40図 13）。下端に付設する土器は、「口縁下端凸状甕」（豆谷和之「前期弥生

土器出現」『古代』第 99号、1995 年）に相当し、口端面を横撫でして下端がわずかに延伸してい

る。刻目は小さく、密接である。

　甕形土器の外面は刷毛目が顕著であるが、頸部の下に段差を整形する分、工程が複雑になってい

る。基本は底部から上方に、次に頸部から下方に調整した後、上胴部で篦を下方に引いて段差を付

設し、その後、段の上の頸部側を横方向に篦で調整し、さらにその上の方の頸部を横撫でする。

　内面の調整は一般的な甕形土器に同じで、斜行刷毛の後、撫でて調整し、口縁部では刷毛目を横

撫でして完全に消去する。

　第 40図 15 は口縁下端凸状甕であるが上端も線状に突出している。頸部に半円形の両面穿孔が

ある。

　第 40図 20 は中期末、あるいは後期の甕形土器の口縁部で、いちじるしく時期が下る。口縁の

端部は面取し、刻目がありそうであるが、風化のために判然としない。

　鉢形土器　大型壺の口縁部かも知れない。口は大きいが、口縁部はあまり拡がらずに、端部を平

坦に面取りし、頸部に段差を付設する。第 38図５は端部に１条の沈線が横走するが、その後の撫

で調整で潰れてしまい条溝がはっきりしない。外面は丁寧に研磨して仕上げ、そのため頸部の段差

がつぶれ、突帯のように線状の稜線が突出する。第 38図６は口縁の下端に細かい刻目を装飾し、

頸部に顕著な段差を付設する。

　４．底部の破片

　底部は小片を含めて 12 点が出土したが、１例はその口頸部が胎土、発色、調整法から特定で

きる個体である（第 38 図 11）。縄文土器と弥生土器に顕著な差があり、粗いものは縄文土器（第

41 図１～８）、刷毛目や磨きで調整し、作りの丁寧なものは弥生土器（第 41 図９～ 11）である。

　縄文土器の底部は外周を後付けするので、接地部が外側に突出する。極端な例は丸底に環状の粘

土を貼り足すので、脚台状の凹底となる（第 41図５）。例外は薄手の土器であって、この例には

底部の外周に粘土の貼り足しがない（７）。

　これにひきかえ、弥生土器は円盤形の底部に胴部の粘土を上積みし、調整する。



５．その他の遺物

　４Ａ区 SP10 遺構　遺構内の埋土から出土した。弥生前期の壺形土器の下胴部の破片である。外

面は研磨調整し光沢がある。内面は針葉樹の板による粗い刷毛目で調整する（第 69図１）。

　4A 区包含層　包含層から出土した縄文・弥生土器には次のようなものがある（第 70図）。

　後期の黒色研磨土器で、浅鉢の破片である（第 70図１）。磨消縄文の輪郭となる横線がわずか

に残る。

　２～４は晩期の土器で、２，３は精製の浅鉢、４は粗製の深鉢形土器である。２は大きく開いた

口縁部の端部を内面側に肥厚させ、補強する。３は口頸部の屈折する箇所で欠損した破片である。

４の薄手の粗製土器で、外面を条痕で調整するが、その上をさらに横撫でしたようで、条溝が浅い。

内面は横方向の削り面である。

　５、６は前期の弥生土器であるが、もしかすると５は刻目突帯文土器にともなう壺形土器かもし

れない。口縁部はあまり発達せず、端部を面取せずに丸く仕上げる。頸部が内湾し、外面は丁寧に

研磨するが、内面の研磨は粗く、磨きの境界線がのこる。口縁部に黒斑がある黒縁土器である。６

は壺形土器の頸胴部の境界で、明瞭な段差を付設する。

　７は縄文土器の底部である。

６．出土土器の意義

　今回出土した刻目突帯文土器は、古い時期のものが混じっているが、多数は刻目が大きく、口縁

断面が半円形で、撫で調整のものである。それが時期の新しい刻目突帯文土器で、前期弥生土器と

同時期である公算がたかい。こうした特長をそなえた刻目突帯文土器の発見はたぶん初例であるが、

いっぽう精製浅鉢形土器は種類が多いので、口頸部が曲線的に内湾する型式以外にどれがこの刻目

突帯文土器に供伴したのであろうか、推理することはむずかしい。

　前期弥生土器の特長は、とくに甕形土器がいわゆる段甕だけからなる所にある。このような段甕

からなる単純な存在も初例であって、調査区を拡大すれば、通常の甕形土器も出土したのではない

かと思われる。段甕の口縁部は断面が如意形になるものが多く、豆谷氏によるとこの特長は「口縁

下端凸状甕」でも後出であるとされる。したがって刻目突帯文土器と伴うのは、板付Ⅰ式と共通す

る口縁の端面に刻目を装飾する甕形土器の少数例（第 38図 10、11）だけであって、多くの前期

弥生土器はそれに後続すると考えることもできる。



第 12 章　理化学的分析等

大蔭遺跡出土の黒曜石、安山岩製遺物の原材産地分析

                                                有限会社　遺物材料研究所





































大蔭遺跡出土緑泥石片岩製石棒の産地分析

　　　　　　　　有限会社　遺物材料研究所
　

　蛍光Ｘ線分析法による分類と産地分析結果

　分析した石棒の出土記録を表１に示す。

　石棒は、超音波洗浄器で水洗を行うだけの完全な非破壊分析で行い、石棒は目視で汚染の少な

い面を選んで直径約２ｃｍφ以内の部分を分析した。

　エネルギ－分散型蛍光Ｘ線分析の蛍光Ｘ線スペクトルを図1示す。分析された元素のピ－クは、

ナトリウム (Na)、マグネシウム (Mg)、アルミニウム (Al)、珪素 (Si)、カルシウム (Ca)、チタン (Ti)、

マンガン (Mn)、鉄 (Fe)、微量にストロンチウム (Sr)、イットリウム (Y)、ジルコニウム (Zr) など

が観測できる。表２に蛍光Ｘ線分析法により、石棒の非破壊不定形塊状分析の化学組成量を示す。

緑泥石片岩は広域変成岩帯の三郡帯、三波川帯が知られている。これら変成帯から採取した緑泥

石片岩原石の成分組成を比較し産地を特定する必要があるが、まだ、これら産地からの原石の分

析は進んでなく。今回は、三波川帯から採取された、紅簾石片岩および石棒と比重が一致する、

クロム雲母岩（結晶片岩様で緑色）で作った上加世田遺物群と大蔭遺跡出土の結晶片岩様緑色岩

（クロム雲母岩より緑色が薄い）製石棒をマハラノビスの距離を求めて行うホテリングのＴ２乗

検定によって区別が可能かを調べた。石棒は眉山、沼島、紀ノ川沿地域の紅簾石片岩（表３）と

信頼限界としている 0.1%以上の検定確率で一致しなかった。また、比重が一致する上加世田遺物

群、的場遺物群、三内丸山 7069 遺物群、蒲生勾玉 T-27 遺物群（表４－１）、川平 I 遺物群、大

坪 14 遺物群 ( 表４－２）の各遺物群ともホテリングのＴ２乗検定確率が 0.1%以下であった。こ

の石棒は紅簾石片岩ではなく、またクロム雲母岩でもないと思われる。目視から判断すると、緑

泥石片岩と思われ、この石棒の原石産地を求めるために、また、同じ組成の緑泥石片岩製の遺物が、

他の遺跡で使用されているときに、多変量統計処理の判定ができるように、石棒を４５回分析し

た。分析値には、分析遺物の形状の違いによる影響が含まれているために、遺物相互の組成比較は、

元素比を取って形の影響を取り除き元素比組成を求めて行い、また比重も分類指標にし、大蔭石

棒遺物群と名付けて表５に登録した。また、ＥＳＲ分析の信号も産地分析の指標にするために測

定した。

　ＥＳＲ分析による分類

　ＥＳＲ分析は滑石、緑泥石片岩などの鉱物結晶および共生鉱物に含有されているイオンとか、

岩石が自然界からの放射線を受けてできた色中心などの常磁性種を分析し、その信号違いから産

地間を区別する指標を見つけて、産地分析に利用する。ＥＳＲの測定は、完全な非破壊分析で、

直径が１１ｍｍ以下の遺物なら分析は可能で、ＥＳＲ信号の強度が大きい場合は、胡麻粒大の試

料で分析ができる場合がある。石棒のＥＳＲ信号を図２に示した。

　滑石、緑泥石片岩などのＥＳＲ信号は全て基本的にはマンガンの２価のイオンの６本から構成

されその間隔はＥＳＲ信号のｇ値決定用の標準試料Mn ２＋に一致していることから、石棒の中

のMg を置換したMn に関係した信号と推測した。全体のＥＳＲ信号、0mT ～ 400mT の信号は

鉄の高スピンの信号と推測され、この鉄信号に 300mT ～ 400mT 間にMn イオンの６本が重な



る形で分析される。このMn イオン信号に注目して示し、変成岩では変成度の違いなどで、生成

鉱物種も異なり、鉱物ごとにMn イオンの周り原子との相互作用が異なると推測される。Mn イ

オンの６本の信号は分裂し超微細構造を示し複雑な形となる（仮に複６形と呼ぶ）。この超微細

構造は g 異方性を示す場合が多く、試料を回転させて分析すると、ＥＳＲ信号が変化するため、

信号が異なる事が直ちに遺物玉材の岩石の種類が違うとはいえない。実際に試料を回転させて信

号が変化するか否かをを確かめる必要がある。しかし、幅の広い単純な６本（仮に単６形と呼ぶ）

の信号を示す遺物は、回転させても、信号の形の変化はない。従って、複６形と単６形は異なっ

た鉱物の可能性が推測され、岩石を区別する指標になると思われる。同じ変成度で同じ鉱物であ

れば、同じ信号になることは想像でき、ＥＳＲ信号が産地の特徴を反映する可能性が推測される。

　結　論

　今回分析を行った大蔭遺跡出土石棒は蛍光Ｘ線分析のMg の含有量、ＥＳＲ信号、比重から推

測して、緑泥石片岩製と推測した。蛍光Ｘ線分析法でマハラノビスの距離を求めてホテリングの

Ｔ２乗検定によって同定を行った結果、同じ変成岩である紅簾石片岩および石棒と比重が一致す

る、クロム雲母岩（結晶片岩様で緑色）と区別できた。

　今後、滑石、緑泥石片岩などの原石産地の探索および日本各地の遺跡から出土する玉類を多数

分析し同質の石材で作られた石棒・玉類の分布圏を明らかにする必要がある。

                 参考文献
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大蔭遺跡から出土した赤色顔料付着遺物について

島根県埋蔵文化財調査センター　柴崎晶子

１．はじめに

　津和野町大蔭遺跡からは赤色顔料片とみられる物質1点と赤彩された縄文土器片が9点出土し、

これらの遺物について蛍光 X線分析を行なった。

　蛍光 X線分析は物質の構成元素を知るもの（定性分析）として資料を破壊せずに分析を行なう

ことが可能であるため、従来から考古学の分野においても多用されている分析手法である。

　赤色顔料には硫化第二水銀（HgS）を主成分とする水銀朱、酸化第二鉄（Fe2O3）を主成分とす

るベンガラ、四酸化三鉛（Pb3O4）を主成分とする鉛丹があるが、出土した土器の形式や年代か

ら水銀朱かベンガラの使用が想定される。水銀朱の構成元素である Hg（水銀）と S（硫黄）は土

壌や土器胎土に含まれることが少なく、蛍光 X線分析での判別が可能であるため、蛍光 X線のス

ペクトルピークのうち、Hg と S が高いピークを示せば水銀朱であると判断した。一方、ベンガ

ラの構成元素は Fe（鉄）であるが、Fe は土壌や土器胎土にも含まれ、赤色を呈していても蛍光

X線分析だけではベンガラであると判断するのは難しい。したがって、蛍光X線のスペクトルピー

クのうち Fe が高いピークを示すことと肉眼観察による顔料の付着状況と併せてベンガラと判断

した。

　使用機器は島根県古代文化センター設置の「エスアイアイ・ナノテクノロジー社製ＳＥＡ

1200 ＶＸ　卓上型ケイ光Ｘ線分析計（エネルギー分散型）」である。

　

　分析条件は以下のとおりである。

　　測定時間　100 秒（うち分析可能な有効時間は 97 ～ 100 秒）　

　　試料室雰囲気　大気　　　　　　コリメータ（分析範囲）直径 1.0㎜

　　励起電圧　50 ｋ V　　　　　　　管電流　1000 μ A

２．分析資料と結果

　分析を行なった資料とその結果を以下の一覧に示す。

分析番号 挿図番号 検出元素 赤色顔料の種類
（1） 第 24図 27 Fe 赤色粘土塊か？
（2） 第 20図 26 Fe、Hg、S 水銀朱
（3） 第 21図 30 Fe ベンガラ
（4） 第 21図６ Fe ベンガラ
（5） － Fe ベンガラ
（6） － Fe ベンガラ
（7） － Fe ベンガラ
（8） － Fe ベンガラ
（9） － Fe ベンガラ
（10） 第 21図５ Fe ベンガラ

   



３．まとめ

　以上の分析結果より、次のことがいえる。

（1） 分析番号１（第 24 図 27）の赤色顔料片は鉄を主に検出したことより、鉄を主成分に含

　む土壌の塊であるといえる。ベンガラの原料であるとは今回の分析では断言できないが、そ

　の可能性は考えられる。

（2） 縄文土器片に付着していた赤色顔料は肉眼観察と今回の分析の結果からベンガラである

　といえる。縄文時代にはベンガラは赤色顔料として広く使われていたことが知られており、　

　大蔭遺跡出土の縄文土器にも使われていたと考えられる。

（3） 分析番号２（第 20 図 26）は、鉄、水銀、硫黄を検出した。胎土からも鉄を検出したため、

　鉄は胎土由来のものであると考えられる。水銀は通常、土壌に含まれないため、赤色顔料は

　水銀朱であるといえる。水銀朱は縄文時代後期からの使用が認知されており、島根県内でも

　原田遺跡、林原遺跡などで後期～晩期の土器に水銀朱が付着していることが確認されている。

参考文献
　市毛勲　1998　　『新版　朱の考古学』　雄山閣
　成瀬正和　1998　「縄文時代の赤色顔料Ⅰ」『考古学ジャーナル』No.438
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蛍光 X線分析スペクトルデータ
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大蔭遺跡の２次・６次発掘調査に伴う焼土の地磁気年代測定

時　枝　克　安　
１　地磁気年代測定法の概要

[ 仕組 ]

　地磁気は偏角、伏角、強度の３要素で表され、さらに，各要素は緩急さまざまな周期で変動す

る多数の成分の和となっている。地磁気の変動のなかでも 10 年以上時間が経過して初めて変化

が顕著になるような緩慢な変動は地磁気永年変化と称されており、地磁気年代測定法において時

計の働きを担う。すなわち、過去の地磁気の方向の変化を表すグラフに年代を目盛れば、地磁気

の方向から年代を読みとれる。しかし，ある焼土の焼成年代を知ろうとするとき，焼成時の地磁

気がどこかに記録されており，それを測定できなくては何時焼けたかを知ることはできない。焼

成時の地磁気は焼土の熱残留磁気として記録されている。地磁気年代を求める手順は，まず，焼

土の熱残留磁気を測定して焼成時の地磁気の方向を求め，次に、この地域の地磁気永年変化曲線

のグラフを利用して、焼成時の地磁気の方向に近い点の年代目盛りを読みとる。

　地磁気中で土壌、粘土、砂、岩石等が焼けると，これらは熱残留磁気を帯びる。熱残留磁気の

担い手は磁鉄鉱などの磁性粒子であり，熱残留磁気の方向は焼けたときの地磁気の方向に一致

する。高温で得られた熱残留磁気は非常に安定であり，磁性鉱物のキュリー温度（磁鉄鉱では

575℃）以上に再加熱されるか、落雷によって誘起されるような非常に強い磁場中に置かれない

かぎり、数万年以上時間が経過しても変化しない。焼土がキュリー温度以上に再加熱されたとき

には，それまで保持されていた残留磁気は完全に消滅し，その代わり，加熱時の地磁気の方向に

新しい残留磁気が獲得される。つまり，焼土は最終焼成時の地磁気の方向を正しく記憶している

ことになる。それゆえ，あらかじめ、年代既知の焼土の熱残留磁気を測定して、過去の地磁気の

方向が時間とともにどのように変化したかをグラフにしておけば，このグラフを「時計」の代わ

りとして焼土の最終焼成年代を推定できる。この「時計」では地磁気の方向が「針」に相当し，

焼土の熱残留磁気が焼成時の「針」の位置を記憶している。日本では，西南日本の過去 2000 年

間の地磁気永年変化曲線（標準曲線）が広岡によって詳しく測定されているので，この方法が焼

土の簡便な年代測定法として実用化されている。地磁気年代測定法の詳細については中島等、お

よび、広岡による解説１，２）が参考になる。

[ 特徴 ]

　①焼かれた位置から動かされていない焼土から、焼土の焼成年代を測定できる。

　②原理が簡明であり、測定が比較的簡単である。

[ 問題点 ]

　①地磁気の地域差

　地磁気の方向は時間だけでなく場所によっても変化するので，地域によっては，その場所での

標準曲線の形が西南日本のものからかなり相違している場合がある。厳密に言えば，ある焼土の

地磁気年代を求めるには，焼土の熱残留磁気をその場所の標準曲線と比較しなければならない。

相違が小さいときには西南日本の標準曲線を代用できるが，相違が大きいときには地域固有の標

準曲線を決定して、焼土の残留磁気の方向と比較する必要がある。今まで、中国地域では、広岡



による西南日本の標準曲線から求めた地磁気年代と考古学的年代が大きく食い違う例はほとんど

ない。したがって、中国地域の焼土については、西南日本の標準曲線を使用してその最終焼成年

代を正しく推定できる。

　②土器編年への依存

　地磁気年代は地磁気変動という物理現象を利用するので，土器編年に左右されないと思われが

ちであるが、実は土器編年に強く依存している。古記録などに基づく少数の年代定点を除くと，

標準曲線上のほとんどの年代目盛りは土器編年体系を参照して決められている。それゆえ，年代

定点に近い地磁気年代には問題がないが，年代定点から遠く離れるほど地磁気年代は土器編年の

影響をより強く受けており，もし，土器編年に改訂があれば，地磁気年代も訂正しなければなら

ない。

　③適用できる年代範囲の限界

　詳細な標準曲線の作製には、残留磁気と年代という２種類のデータの組み合わせが多数必要で

ある。そのため、地磁気年代法を適用できる年代域は紀元以後に限られている。紀元以前につい

ては、多数の熱残留磁気データが報告されているが、信頼できる年代値を伴うものが少ないので、

紀元以前の標準曲線は未だ確立されていない。

２　遺構と試料

　大蔭遺跡（島根県鹿足郡津和野町）２区の竪穴住居址 SI01,SI04、焼土 SX08,SX09、焼土土坑

SK60、および、６区の竪穴住居址 SI01,SI02,SI03 について、遺構に伴う焼土の最終焼成年代を

推定するため、合計 135 ケの定方位試料を採取した。調査をした遺構、焼土の状態、採取試料数、

遺物の示唆する年代をまとめて下表に示す。試料採取法としては、整形した焼土塊に樹脂製ケー

ス（24x24x24mm）を被せて隙間を石膏で充填し、ケース上面の走行と傾斜をクリノコンパスで

測定している。

　２区の低地の砂地にある SX08 と SK60 では、炭化物と焼土の混合物が堆積していたので、こ

れらを取り除き、その下の焼けた砂を採取した。

　　　　２区の調査をした遺構、焼土の状態、採取試料数、遺物の示唆する年代
 　 

  

  

   

６区は全体に小礫が多く、竪穴住居址 SI01 の北縁には竈跡と推定される構造物があり、西縁は

平安時代後半以降の土坑で切られている。



        ６区の調査をした遺構、焼土の状態、採取試料数、遺物の示唆する年代
                 　   　    

   

   

３　測定結果

　試料の残留磁気の方向と強度をスピナー磁力計で測定した。この結果、自然残留磁気の方向が

かなり分散したので交流消磁を行った。交流消磁というのは、試料を交流磁場中で回転させなが

ら、磁場強度を適当な設定値から零になるまで滑らかに減少させて、２次的磁気汚染を除去する

方法である。この方法により残留磁気の方向のまとまりを改善できる場合が多い。まず、各焼土

から選んだ４ケのテスト用試料に対して予備的交流消磁を行い、各焼土について、残留磁気の方

向の変化から最適消磁磁場を決めて全試料を消磁する。最適消磁磁場は２区では、SI01 の焼土

と SX08、SX09、SK60 が 5mT、SI04 の焼土が 10mT であり、６区では、SI01,SI02 の焼土が

10mT、SI03 の焼土が 5mT である。最適消磁磁場による交流消磁の結果、竪穴住居址 SI01 の焼

土では、残留磁気の方向がまとまる傾向が認められず、地磁気年代を推定できない。他の遺構に

ついては、よく揃うデータを選んで、地磁気年代を推定する。各焼土のよく揃うデータの残留磁

気の平均方向、Fisherの信頼度係数(k)、および、95%誤差角 ( α９５) を下表に示す。kの値が大きく，

α９５の値が小さいほど，残留磁気の方向がよく揃っていることを意味している。

２区の焼土の残留磁気の平均方向と誤差の目安となる数値

  　       Im( )  Dm( E)    k  α９５　( )     n/N

  　　　　

   57.40   -14.24 2745   1.46   5 / 15   　10

   57.11   -10.85 1219   1.73   7 / 20        5

   56.26    0.89  930   1.82   8 / 20        5

   56.41   -7.71 1565   1.30   9 / 20        5

６区の焼土の残留磁気の平均方向と誤差の目安となる数値

  　  　   Im( )  Dm( E)    k  α９５　( )    n/N

  57.84   -12.58 3109   1.20   6 / 15 　   10

  50.01    21.83 1013   2.41   5 / 10   　 10

  54.43    17.38  493   2.50   8 / 15         5

   Im : 平均伏角   k :  Fisher の信頼度係数    n/N : 採用試料数 / 採取試料数

   Dm : 平均偏角  α９５　: 95%誤差角



４　地磁気年代

　図は大蔭遺跡の焼土の残留磁気の平均方向（＋印）と誤差の範囲（点線の楕円）および、広岡

による西南日本の過去 2000 年間の地磁気永年変化曲線３）である。地磁気年代を求めるには、残

留磁気の平均方向に近い点を永年変化曲線上に求めて、その点の年代値を読みとる。同様にし

て、点線の楕円から年代誤差を評価する。なお、標準曲線が狭い範囲で重なり合うために複数の

年代値が可能となる場合がある。６区の竪穴住居址 SI02、SI03 の焼土については AD300 頃と

AD1300 頃の二つの年代値が読みとれるが、これらの遺構は考古学的に弥生時代のものとされて

いるので、AD300 頃の年代値を選ぶ。このようにして求めた各焼土の地磁気年代を下表にまとめ

る。

大蔭遺跡２区の焼土の地磁気年代
  　            　         

　 

 　          AD630 ± 25

              AD700 ± 30

     AD1180 ± 25  AD150 ± 20

              AD710 ± 20

大蔭遺跡６区の焼土の地磁気年代
  　           　                 

 　  AD675 ± 25

 　          AD340 ± 40

 　          AD320 ± 40
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第 1図　大蔭遺跡の焼土の残留磁気の平均方向（＋印）と誤差の範囲（点線の楕円）

　　　　および、広岡による西南日本の過去 2000 年間の地磁気永年変化曲線



図 1 　試料採取地点

大蔭遺跡における自然科学分析

渡辺正巳（文化財調査コンサルタント株式会社）

はじめに
　大蔭遺跡は島根県鹿足郡津和野町地内に位置し、川の河岸段丘上に立地する。本報は、同遺跡

内の数年にわたる発掘調査において、大蔭遺跡周辺の古植生変遷を明らかにする目的で実施され

た、花粉分析及びプラント・オパール分析の結果をまとめ直したものである。

試料について
　図 1に示す各地点で分析試料を採取した。

各地点の模式柱状図、試料採取層準を図 2

～ 16 の各ダイアグラムに示す。

分析方法
　微化石概査は、後述の花粉分析用プレパ

ラート及び花粉分析処理残渣を利用し、各

種微化石、植物片、火山ガラスの含有状況

を概観した。

　花粉分析は、渡辺（2010）に従って実

施した。花粉化石の観察・同定には光学顕

微鏡を用い、通常 400 倍で、必要に応じ 600 倍あるいは 1000 倍で観察した。原則的に木本花

粉総数が 200 粒以上になるまで同定を行い、同時に検出される草本・胞子化石の同定も行った。

また中村（1974）に従ってイネ科花粉を、イネを含む可能性が高い大型のイネ科（40 ﾐｸﾛﾝ以上）

と、イネを含む可能性が低い小型のイネ科（40 ﾐｸﾛﾝ未満）に細分している。

　プラント・オパール分析処理は藤原（1976）のグラスビーズ法に従い実施した。植物珪酸体

の観察・同定には光学顕微鏡を用い、通常 400 倍で、必要に応じ 600 倍あるいは 1000 倍で観

察した。同定に際して、表 1に示す栽培に関連した種類を対象とした。また、植物珪酸体と同時

に計数したグラスビーズの個数が 400 を超えるまで計数を行った。

分析結果
1) 微化石概査結果

　概査結果を表 1に示す。

2) 花粉分析結果

　分析結果を図 2～ 11 の花粉ダイアグラムに示す。各ダイアグラムでは木本花粉総数を基数と

して分類群ごとに百分率を算出し、木本花粉を黒塗りスペクトルで、草本花粉を白抜きスペクト

ルで示した。統計処理に十分な量の木本化石が検出できなかった試料（木本花粉総数100粒未満）

では、検出できた種類を「＊」で示した。この右に針葉樹花粉、広葉樹花粉、草本・藤本花粉、

胞子の割合を表すダイアグラムを示した。

3) プラント・オパール分析結果

　分析結果を図 12 ～ 16 のプラント・オパールダイアグラムに示す。植物珪酸体ダイアグラム



表 1 　微化石概査結果
では、1g あたりの含有数に換算した数を、

検出した分類群ごとにスペクトルで示した。

花粉含有量の少なかった原因について
　大蔭遺跡で堆積物中の花粉の含有量が少

ない試料では、微化石概査の結果に以下の

ような特徴が認められた。それぞれの含有

状態に至ったと考えられる原因を記す。

① 炭、珪藻、プラント・オパールの含有量

が多い。

　このような試料は、土壌生成作用に伴い、

花粉などの植物質が紫外線、バクテリアな

どの影響で分解したものと考えられる。

② 珪酸質の微化石のみ、含有量が多かった。

　このような試料では、堆積物粒子の粒度、

比重による選別が行われたものと考えられ

る。

③ 炭のみ、含有量が多かった。

　このような試料では、堆積後の酸化（あ

るいは還元）作用によって、安定した炭の

みが残ったものと考えられる。

④ すべての微化石の含有量が少なかった。

　このような試料は、堆積速度が速く取り

込まれる微化石の濃度が希薄になったもの

と考えられる。

花粉分帯
　花粉組成の特徴、及び各層の対比から、

以下のように大蔭遺跡における地域花粉帯

を設定した。以下に各花粉帯の特徴を示す。

また、本文中では花粉組成の変遷を明らか

にするために、下位から上位に向けて記載し、試料№も下位から上位に向かって記した。

1) Ⅲ帯：2000. № 2 地点試料№ 3、2、2000. № 3 地点試料№ 5、3、2-2、2000. № 5 地点試料№ 3、

2000. № 6 地点試料№ 4、2、1

　スギ属が卓越し、マツ属（複維管束亜属）、アカガシ亜属、コナラ亜属を伴う。草本花粉では、

イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ以上）、カヤツリグサ科が高率を示す。

2) Ⅱ帯：2000. № 1 地点試料№ 5、4

　マツ属（複維管束亜属）が卓越するほか、スギ属、アカガシ亜属、コナラ亜属がほかの種類に

比べ高率を示す。草本花粉では、イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ以上）のほか、カヤツリグサ科、アブラナ科、

タンポポ亜科が高率を示す。また、低率であるがソバ属が出現する。



図 2 　2000. № 1 地点の花粉ダイアグラム

図 3 　2000. № 2 地点の花粉ダイアグラム

図 4 　2000. № 3 地点の花粉ダイアグラム



図 5 　2000. № 4 地点の花粉ダイアグラム

図 6 　2000. № 5 地点の花粉ダイアグラム

図 7 　2000. № 6 地点の花粉ダイアグラム



図 8　 2 区 0G の花粉ダイアグラム

図 9　 4A 区東壁の花粉ダイアグラム

図 10 　7 区西壁の花粉ダイアグラム 図 11　 1 区 SK30・谷状遺構の花粉ダイアグラム



図 12　2000. № 1 地点の
プラント・オパールダイアグラム

図 13　 2000. № 3 地点の
プラント・オパールダイアグラム

図 14 　2 区 0G の
プラント・オパールダイアグラム

図 15　 4A 区東壁の
プラント・オパールダイアグラム

図 16 　1 区 SK30・谷状遺構の
プラント・オパールダイアグラム

3) Ⅰ帯：2000. № 1 地点試料№ 3～ 1、2 区 OG 試料№ 3～ 1

  マツ属（複維管束亜属）が卓越し、スギ属を伴う。草本花粉ではイネ科が高率を示す。

各花粉帯の示す時期
　出土遺物から推定される各層の堆積時期から、地域花粉帯の示す時期を推定した。

　Ⅰ帯は 2000. № 1 地点、2区 0G で、Ⅱ帯は 2000. № 1 地点で認められている。

　2000. № 1 地点では、Ⅰ帯上部は現代の耕作土である。スギ属花粉がⅠ帯下部から上部に向け

増加傾向を示すことと併せて考えると、このスギ属花粉の増加傾向は近・現代以降、特に 1945

年以降に国の政策として行われたスギ植林の影響であると考えられる。したがって、Ⅰ帯の始ま

りはスギ植林が盛んになる以前であり、近世以降近代ごろまでの時期に対応している可能性が指

摘できる。

　Ⅱ帯には、年代を直接決定する要因がない。Ⅱ帯下位には大蔭遺跡東部に広く分布する灰色系

粘土層があるが、灰色系粘土層には遺物が含まれない。ただし、調査地域では灰色系粘土層直上



には弥生時代後期の遺物を含む層が点在している。一方、Ⅱ帯～Ⅰ帯の花粉組成の変化は連続的

である。またⅡ帯下部とⅢ帯上部の特徴が類似することから、Ⅱ帯は中世以降で近世あるいは近

代ごろの時期に対応していると考えられる。

　Ⅲ帯は、2000. № 1 地点№ 2、3、5、6 地点で確認されている。上部の 2 層準には、それぞ

れ中世及び平安の遺物が含まれていたことから、上限は中世ごろであると考えられる。一方下限

は、弥生時代後期の層準下位の無花粉層準を挟み更に下位まで続き、弥生時代後期以前であるこ

とが明らかである。また、津和野町北西部の大婦け遺跡ではスギ属が卓越に至る過程での花粉

群集変遷が得られている。ここでは、5825 ± 30yrsBP ごろからスギ属が増加を初め、3445 ±

25yrsBP ごろには卓越している。また、奈良時代～平安時代にマツ属（複維管束亜属）が増加を

始めている。これらのことから、Ⅲ帯の始まりはおよそ 3500 年前ごろとすることができる。

　以上のことから、下位より以下の花粉層序が推定された。

① Ⅲ帯（スギ属の卓越で特徴付けられる）：およそ 3500 年前ごろから中世ごろまで

② Ⅱ帯（マツ属（複維管束亜属）の卓越で特徴付けられる）：中世以降近代ごろまで

③ Ⅰ帯（スギ属を伴うマツ属（複維管束亜属）の卓越で特徴付けられる）：近・現代

遺跡内での稲作について
　プラント・オパール分析結果を中心に、遺跡内での稲作について考察する。

　花粉ダイグラムにスペクトルで示した試料のほとんどで、イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ以上）花粉が 40％

程度以上を示した。これらの内、2000. № 3 地点試料№ 5と 2000. № 6 地点試料№ 4については、

弥生時代後期以前（3500 年前ごろまで）の可能性があるが、2000. № 3 地点試料№ 3は弥生時

代後期、ほかは平安時代以降）の植生を示した試料であった。

　プラント・オパール分析でおよそ 10000 粒 /g 以上の検出量を示すのは、分析地点が少ないが、

弥生時代後期以降の堆積物である。また、縄文時代後期後葉（あるいは後期末）を示す、1区で

はイネは検出されず、縄文時代晩期後半以前を示す 2区 0G でもイネは検出されなかった。

　これらのことから、大蔭遺跡内では弥生時代後期以降に稲作が行われていたことは確実である。

　弥生時代後期前でも、2地点でのイネ科（40 ﾐｸﾛﾝ以上）花粉の高率での検出や、2000. № 3 地

点試料№ 5 からの 1300 個 /g のイネの検出によって、稲作の可能性が示唆される。これらの試

料はⅢ帯に含まれ、3500 年前ごろまではさかのぼることが可能であるが、直接年代が得られた

ものではないことから、大蔭遺跡ので稲作を 3500 年前ごろまでさかのぼらせるには、問題が大

きい。先に示した西部の 1区や、東部の 2区でのプラント・オパール分析で、縄文時代の堆積物

からはイネが検出されていないことを踏まえると、弥生時代前期以降後期までの段階で稲作が始

まったと考えるのが、妥当であろう。

　また、2000. № 3 地点試料№ 5では現在水田雑草とされる種を含む、オモダカ属やセリ科が低

率ながら検出され、水田耕作が行われていた可能性が指摘できる。ただし、その規模や水田域の

広がりについては、一連の調査からは判断できなかった。

環境変遷
　ここでは、花粉帯ごとに遺跡周辺の古環境を推定する。

(1) Ⅲ帯期（およそ 3500 年前ごろから中世ごろまで）

　弥生時代前期ごろには、遺跡内で水田耕作が始まったと考えられるが、遺跡内での水田の広が

りについては、分からない。平安時代に入ると、少なくとも東部では水田が広がったと考えられる。

　一方で、「水田雑草」を含むカヤツリグサ科やイネ科（40 ﾐｸﾛﾝ未満）の出現率が、弥生時代あ



るいは平安時代と中世の間で減少することから、この間で水田の管理状況が好転したと考えられ

る。

　木本花粉でスギ属が卓越することから、遺跡背後あるいは津和野盆地周囲の山々には、スギを

主体とする林が広がっていたと考えられる。中国山地西部は氷河期におけるスギの逃避地の一つ

と考えられており（塚田，1987）、この地域を中心に縄文時代中期ごろには地域内の山間盆地で

分布を広げていったと考えられている（例えば畑中・三好，1980）。先の大婦け遺跡の例はこれ

らにやや先行し、8000 年前ごろにはスギ林が分布していた益田平野（渡辺・石賀，2008）から、

広がってきた可能性も指摘できる。

(2) Ⅱ帯期（中世以降近代ごろまで）

　イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ以上）花粉が高率を示し、イネプラント・オパールの検出量も多い。この層

準の分析は 2000. № 1 地点でのみ実施しているが、時期的なこともあり、遺跡内には水田が広がっ

ていた可能性が高い。またソバ属花粉が検出され、この時期に裏作、あるいは休耕田や畦などを

利用して栽培されていたと考えられる。

　Ⅲ帯とⅡ帯の間で木本花粉群集が急激に変化し、マツ属（複維管束亜属）が卓越するようにな

る。このことから、アカマツ林が遺跡背後あるいは津和野盆地周囲の山々に急激に広がっていた

ものと考えられる。アカガシ亜属花粉、コナラ亜属花粉の出現率はⅢ帯と比べ変化がないか、む

しろ高率になっていることから、Ⅲ帯からⅡ帯の間ではスギ属の減少のみが著しいと考えられる。

したがって、スギが急激に減少し原因として、選択的なスギの伐採が推測される。

(3) Ⅰ帯期（近・現代）

　イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ以上）が高率を示すことから、西部で現在も認められるような、水田が広が

る開発前の景観に近い状態であったと考えられる。

　木本花粉ではマツ属（複維管束亜属）が更に増加し、スギ属も増加傾向に転ずる。一方、アカ

ガシ亜属、コナラ亜属などほかの樹種が急激に減少する。Ⅲ帯期終末から連続するマツ属（複維

管束亜属）の増加は、スギの伐採に伴う「アカマツ林：遷移林」の分布拡大と薪炭林としての「ア

カマツ林：里山」の保護によると考えられる。一方スギ属の増加は、近代以降に活発になる植林、

特に 1950 年以降国策として行われた植林政策に因るところが大きいと考えられる。Ⅰ帯期に入

ると「里山」の一部として保護されていたカシ・ナラ林、あるいは「極相林」として残存してい

たカシ林が伐採され、スギが植えられていったと考えられる。

まとめ
　大蔭遺跡において、縄文時代後期以降の堆積物を対象にした花粉分析、プラント・オパール分

析を行った結果、以下の事柄が明らかになった。

 (1) 弥生時代後期以前、恐らく弥生時代前期以降、遺跡内で水田耕作が行われるようになったと

考えられる。

 (2) 弥生時代後期以前から現代に至る森林植生の変遷が、断続的にではあるが明らかになった。

特筆すべき点は、以下の事柄である。

① 弥生時代から中世ごろまで、津和野町大蔭遺跡周辺でもスギ林が広がっていた（島根県西部一

体で、この時期にはスギ林が卓越した分布をしていたと考えられている。）。

② 中世末から近世にかけてスギ林の多くがアカマツ林へと変わっていった。この一因として、人

為的なスギの伐採が考えられる。
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（１）分析試料と分析方法

   E7 グリッドＦラインにおいて、基本的に厚さ

５cm ごとに設定された試料のうち、５cm おき

の 12 点を対象に、火山ガラス質テフラの降灰層

準を定量的に把握するために火山ガラス比分析

を試みた。分析の手順は次の通りである。

１）試料 15g を秤量。

２）超音波洗浄により泥分を除去。

３）80 ﾟ C で恒温乾燥。

４）分析篩により 1/4-1/8mmの粒子を篩別。

２）偏光顕微鏡下で 250 粒子を観察し、火山ガ

ラスの色調・形態別比率を求める。

（２）分析結果

  E7 グリッドＦラインにおける火山ガラス比分

津和野町大蔭遺跡における自然科学分析
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Ⅰ．大蔭遺跡の土層とテフラ

１．はじめに

  島根県西部津和野町域とその周辺に分布する後期更新世以降に形成された地層の中には、姶良、

鬼界、阿蘇などの火山から噴出したテフラ（火山砕
さいせつぶつ

屑物，いわゆる火山灰）が数多く認められる。

テフラの中には、噴出年代が明らかにされている指標テフラがあり、これらとの層位関係を遺跡

で求めることで、遺構の構築年代や遺物包含層の堆積年代を知ることができるようになっている。

そこで年代が不明な土層や石器が認められた大蔭遺跡においても、地質調査を行い土層層序の記

載と分析試料の採取を行うとともに、火山ガラス比分析と屈折率測定を行い、指標テフラの検出

同定を試みることになった。調査分析の対象となった地点は、E7 グリッドＦラインである。

２．土層の層序

   E7 グリッドＦラインでは、下位より亜円礫に富む黄褐色土（層厚 10cm 以上，礫の最大径

174mm，９層）、亜円礫混じり黄褐色土（層厚 42cm，礫の最大径 48mm，８層）、亜円礫混じ

り褐色土（層厚 20cm，礫の最大径 37mm，７層）、亜円礫を多く含む褐色土（層厚 11cm，礫の

最大径 68mm，６層）、亜角礫や亜円礫を多く含む黒色土（層厚 22cm，礫の最大径 54mm，５層）、

亜円礫混じり黒褐色土（層厚 13cm，礫の最大径 56mm，４層）が認められる（図１）。

　発掘調査では、７層下部から石器が、また７層上部から６層にかけて縄文時代後期の可能性の

ある土器などが検出されている。

３．火山ガラス比分析
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図１　ＥグリッドＦラインの土層柱状図



析の結果を、ダイヤグラムにして図２に、その内訳を表１

に示す。分析対象となった試料では、試料 19、試料 15、

試料５、試料１の４試料を除くいずれの試料からも火山ガ

ラスを少量ずつ検出することができた（0.4 ～ 0.8％）。た

だし、とくに顕著な火山ガラスの濃集層準は認められず、

指標テフラの明確な降灰層準を把握することは難しい。検

出された火山ガラスのほとんどは、平板状のバブル型ガラ

スである。色調としては、無色透明や淡褐色のものが認め

られる。ごくわずかに試料７で繊維束状に発泡した軽石型

ガラス（0.4％）を検出した。石器の検出層準にほぼ相当

する試料 13 では、無色透明のバブル型ガラスと淡褐色の

バブル型ガラスが少量ずつ（各々 0.4％）検出された。

４．屈折率測定

（１）測定試料と測定方法

　７層下部から検出された石器の層位を明らかにするため

に、同層準の試料 13 について、日本列島とその周辺のテ

フラ・カタログ（町田・新井，1992）の作成に利用され

た温度一定型屈折率測定法（新井，1972，1993）によっ

てテフラ粒子の屈折率の測定を試みた。

（２）測定結果

　屈折率の測定結果を表２に示す。試料 13 に含まれる火

山ガラスの屈折率（n）は、1.499-1.513（modal range: 

図２　E7 グリッドＦラインの火山
ガラス比ダイヤグラム

表１　E7 グリッドにおける火山ガラス比分析結果



1.510-1.512）である。重鉱物としては、酸化角閃石がごく少量認められた。

５．考察

　試料 13 から検出された火山ガラスの多くについては、その屈折率のmodal range の値から、

約 6,300 年前 *1 に鬼界カルデラから噴出した鬼界アカホヤ火山灰（K-Ah，町田・新井，1978）

に由来すると考えられる。また、この試料には、色調や屈折率から、ほかに約 2.4 ～ 2.5 万年

前 *1 に南九州の姶良カルデラから噴出した姶良 Tn 火山灰（AT，町田・新井，1976，1992，松

本ほか，1987，村山ほか，1993，池田ほか，1995）に由来する火山ガラスも含まれていると考

えられる。これらのことから、７層下部から検出された石器と、その上位にある縄文時代後期と

推定される土器などの遺物については、K-Ah 降灰後に形成された土層から検出されたと考えられ

る。

６．小結

  大蔭遺跡において、地質調査、火山ガラス比分析、屈折率測定を行った。その結果、鬼界アカ

ホヤ火山灰（K-Ah，約 6,300 年前＊1）や姶良 Tn 火山灰（AT，約 2.4 ～ 2.5 万年前＊1）に由来す

る火山ガラスを検出することができた。大蔭遺跡の発掘調査で検出された遺物については、K-Ah

より上位に層位があると考えられる。

*1　放射性炭素（14C）年代．K-Ah と AT の実際の年代は、約 7,300 年前および約 2.8 ～ 3.0 万

年前と考えられている（町田・新井，2003，町田私信）．
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表２　E7 グリッドにおける屈折率測定結果



Ⅱ．大蔭遺跡における植物珪酸体分析

１．はじめに

　植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO2）が蓄積したものであり、植物が枯れたあともガラ

ス質の微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、

この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科

栽培植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山，2000）。また、イネ

の消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・杉山，1984）。

２．試料

　分析試料は、E7 グリッドＦラインから採取された計６点である。試料採取層位を分析結果の柱

状図に示す。

３．分析法

　植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）をもとに、次の

手順で行った。

１）試料を 105℃で 24 時間乾燥（絶乾）。

２）試料約１gに直径約 40 μ mのガラスビーズを約 0.02g 添加（電子分析天秤により 0.1mg の

精度で秤量）。

３）電気炉灰化法（550℃・６時間）による脱有機物処理。

４）超音波水中照射（300W・42KHz・10 分間）による分散。

５）沈底法による 20 μ m以下の微粒子除去。

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成。

７）検鏡・計数。

　同定は、400 倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体を対象

として行った。計数は、ガラスビーズ個数が 400 以上になるまで行った。これはほぼプレパラー

ト１枚分の精査に相当する。試料１g あたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガ

ラスビーズ個数の比率をかけて、試料１g中の植物珪酸体個数を求めた。

　また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体１

個あたりの植物体乾重，単位：10 －５g）をかけて、単位面積で層厚１cm あたりの植物体生産

量を算出した。イネ（赤米）の換算係数は 2.94（種実重は 1.03）、ヨシ属（ヨシ）は 6.31、ス

スキ属（ススキ）は 1.24、メダケ節は 1.16、ネザサ節は 0.48、クマザサ属（チシマザサ節・チ

マキザサ節）は 0.75、ミヤコザサ節は 0.30 である。タケ亜科については、植物体生産量の推定

値から各分類群の比率を求めた。

４．分析結果

（１）分類群

　分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について

定量を行い、その結果を表１および図１に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。



〔イネ科〕

　イネ、オオムギ族（ムギ類、穎の表皮細胞由来）、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型（おもにススキ属）、

ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科－タケ亜科〕

　メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダ

ケ属ネザサ節）、クマザサ属型（チシマザサ節やチマキザサ節など）、ミヤコザサ節型（おもにク

マザサ属ミヤコザサ節）、未分類等

〔イネ科－その他〕

　表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

　はめ絵パズル状（ブナ科ブナ属など）、その他

５．考察

（１）稲作跡の検討

　水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体（プラント・オパール）

が試料１g あたり 5,000 個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能

性が高いと判断している（杉山，2000）。ただし、密度が 3,000 個 /g 程度でも水田遺構が検出

される事例があることから、ここでは判断の基準を 3,000 個 /g として検討を行った。

  E7 グリッドＦラインでは、４層（試料１）から８層（試料６）までの層準について分析を行っ

た。その結果、４層（試料１）、５層（試料２）、７層（試料４）からイネが検出された。このうち、

４層（試料１）と５層（試料２）では、イネの密度が 19,100 個 /g および 16,300 個 /g と極め

て高い値であり、７層（試料４）でも 3,800 個 /g と比較的高い値である。したがって、これら

の各層では稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

（２）イネ科栽培植物の検討

　植物珪酸体分析で同定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには、イネ以外にもオオム

ギ族（ムギ類が含まれる）、ヒエ属型（ヒエが含まれる）、エノコログサ属型（アワが含まれる）、

キビ属型（キビが含まれる）、ジュズダマ属（ハトムギが含まれる）、オヒシバ属型（シコクビエ

が含まれる）、モロコシ属型、トウモロコシ属型などがある。このうち、本遺跡の試料からはオ

オムギ族が検出された。

　オオムギ族（穎の表皮細胞）は、４層（試料１）から検出された。ここで検出されたのは、ムギ類（コ

ムギやオオムギ）と見られる形態のものである（杉山・石井，1989）。密度は 700 個 /g と低い

値であるが、穎（籾殻）は栽培地に残されることがまれであることから、少量が検出された場合

でもかなり過大に評価する必要がある。したがって、同層の時期に調査地点もしくはその近辺で

ムギ類が栽培されていた可能性が考えられる。

（３）植物珪酸体分析から推定される植生と環境

　E7 グリッドＦラインの８層（試料５）では、クマザサ属型やミヤコザサ節型が比較的多く検出

され、ウシクサ族Ａやネザサ節型なども少量検出された。南地点の同層準（試料１）でも同様の

結果である。７層（試料４）では、ネザサ節型が増加しており、クマザサ属型やミヤコザサ節型

は減少している。また、前述のようにイネが比較的多く検出され、ヨシ属も検出された。６層（試



料３）では各分類群とも減少しているが、５層（試料２）ではイネが極めて多量に検出され、ネ

ザサ節型も増加している。おもな分類群の推定生産量によると、８層ではクマザサ属型、７層で

はイネが優勢であり、５層と４層ではイネが圧倒的に卓越していることが分かる。

  以上のことから、８層の堆積当時は、クマザサ属などのササ類を主体としたイネ科植生であっ

たと推定される。タケ亜科のうち、メダケ属ネザサ節は温暖、クマザサ属は寒冷の指標とされて

おり、メダケ率（両者の推定生産量の比率）の変遷は、地球規模の氷期－間氷期サイクルの変動

と一致することが知られている（杉山，2001）。ここでは、クマザサ属が卓越していることから、

当時は比較的寒冷～冷涼な気候であった可能性が考えられる。

　その後、７層の時期には調査地点で稲作が開始されていたと考えられ、周囲にはヨシ属が生育

するような湿地的なところや、ネザサ節などが生育する比較的乾燥したところも分布していたと

推定される。５層および４層の時期には、継続的に稲作が行われていたと考えられ、４層ではム

ギ類が栽培されていた可能性も認められた。

６．まとめ

  植物珪酸体分析の結果から、８層の堆積当時はクマザサ属などのササ類を主体としたイネ科植

生であったと考えられ、比較的寒冷～冷涼な気候であったと推定される。その後、７層の時期に

は調査地点で稲作が開始されていたと考えられ、周囲にはヨシ属などが生育する湿地的なところ

や、ネザサ節などが生育する比較的乾燥したところも分布していたと推定される。５層から４層

にかけては、継続的に稲作が行われていたと考えられ、４層ではムギ類が栽培されていた可能性

も認められた。
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図版 1

大蔭遺跡遠景（南東より）

１区全景（東より）

１区ＳＫ 30（南より）

１区線刻石①（南より）

１区線刻石②（北東より）



図版 2

1 区ＳＩ１（南より）

1区ＳＩ１石囲炉（南より）
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1 区ＳＩ２（北西より）

1区ＳＩ２石囲炉（北西より）



図版 4

1 区谷状遺構（北より）

1区谷状遺構　石皿出土状況（北東より）



図版 5

２区東半全景（北西より） ２区西半全景（南東より）

２区イ～１Ｇ検出遺構（南東より） ２区ＳＫ 71（南東より）

２区０Ｇ遺物出土状況（南より）
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２区ＳＩ１（北東より）

２区ＳＩ２（北東より）
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２区ＳＩ３・４（南西より）

２区ＳＢ１（東より）
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２区ＳＸ２・７、ＳＫ 18（南西より）

２区ＳＸ４（南西より）
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２区ＳＸ 14（北東より）

２区ＳＫ８（南より）
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４Ａ区全景（南より）

４Ａ区ＳＰ 10弥生土器出土状況
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４Ｂ区全景（南より）

４Ｂ区ＳＢ１（西より）

４Ｂ区ＳＩ１（南より）
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４Ｂ区ＳＫ１・２（東より）

４Ｂ区ＳＫ３（東より）
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４Ｂ区ＳＫ４（南東より）

４Ｂ区ＳＫ５（東より）
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６区南半全景（北より）

６区北半全景（北より）
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６区ＳＩ１（東より）

６区ＳＩ２（東より）
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６区ＳＩ３（北東より）

６区ＳＩ４・５（南より）
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６区ＳＩ６・７（南より）

６区北半全景（南より）

６区ＳＫ 29（南東より）
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７区全景（北西より）

７区段状遺構１・２（北東より）
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８区全景（北より）

８区全景（南より）
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８区ＳＩ１（南より）

８区ＳＩ２（南より）
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８区ＳＩ３（南より）

８区ＳＩ４（東より）

（ただし、北端（右側）については、６区で調査）
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８区ＳＩ５（南より）

８区ＳＩ６・８（南より）
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８区ＳＩ７（西より）

８区ＳＩ９（北より）
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８区ＳＫ 49（北より）

８区ＳＫ８（北西より）



図版 25

８区ＳＫ 19（東より）

８区ＳＫ 23（南より）
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１区 SI2 出土縄文土器①

１区 SI1 出土縄文土器③

11-38

40

41
42

43

44

39

14-1

2
3

4
5

6

8

9

12 13
18

11
7

10

19 20 25

26 27

21
22 23 24



図版 28

１区  SI2 出土縄文土器③
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１区 谷出土縄文土器①
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１区 谷出土縄文土器②
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１区縄文時代溝・土坑出土遺物①
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１区 包含層出土縄文土器①
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１区 包含層出土縄文土器③
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２区 ０～アＧ包含層出土　弥生土器
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（要約）
　縄文時代から中世にいたる複合遺跡である。

　調査区は大きく西側の１区と、東側の２・４Ａ・４Ｂ・６・７・８区に分かれる。

　西側調査区である１区は縄文時代後期後半から晩期前半の集落跡で、竪穴住居跡等の遺構を発

見した。東側調査区では、縄文時代晩期後半から弥生時代初頭の集落跡、弥生時代後期から古墳

時代前期の集落跡、古墳時代後期以降、中世前半期までの集落跡を発見した。
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